
第6回 がん診療連携拠点病院の指定に関する検討会
座 席 表
   平成22年 2月 3日 930～ 18:00
三田共用会議所 1階 講堂

平成22年 2月 現在

がん診療連携拠点病院の指定に関する検討会

富

樫

委
員

宮
城

委
員

宮
崎

委

員

山

口
委

員

若

尾

委
員

関原委員

佐々木委員

垣添委員

内田委員

石川委員

早
鈴
木
が
ん
対
策
推
進
室
長

鈴
木
総
務
課
長

上
田
健
康
局
長

麦
谷
審
議
官
（が
ん
対
策
、

国
際
感
染
症
対
策
担
当
）

塚
原
参
事
官
（健
康
、
医
業
指
導
、

医
療
安
全
担
当
）

高
岡
が
ん
対
策
室
長
補
佐

事  務  局

事  務  局

資  料  席

傍 聴 席   (階段状 (シアター形式)の席となります)

※都道府県説明者 (出番以外の方 )。随行者、一般傍聴者の席

構成員名簿

構 成 員 名 所 属

石
ム゙
′:コ 国立大学法人群馬大学理事 (病院担当)・病院長

内 田 健 夫 社団法人日本医師会常任理事

垣 添 忠 生 財団法人日本対がん協会会長

佐々木 昌弘 広島県健康福祉局長

関 原 健 夫 財団法人日本対がん協会常任理事

富樫 美佐子 あけばの会副会長

宮 城 敏 夫 医療法人浦添総合病院理事長

宮 崎 I需 穂 前橋赤十字病院院長

山 口  建 静岡県立静岡がんセンター総長

若 尾 文 彦
国立がんセンターがん対策情報センター
センター長補佐

(50音順、敬称略 )

◎

◎

◎

◎

◎

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎



第 6回がん診療連携拠点病院の指定に関する検討会

議事次第

0
ひと、くらし、みらいのために

日 時 :平成 22年 2月 3日 (水 )
9:30～ 18:00

場 所 :三 田共用会議所 lF講堂

¬ 開会

2 議事
(1)がん診療連携拠点病院 (以下「拠点病院」という)の指定の考え方について

(2)第 5回の検討会において、特に指摘を受けた都道府県について

(3)各都道府県の拠点病院の指定について
① 空白の 2次医療圏 (以下「医療圏」という)か ら新規推薦があり、
数を超える数の拠点病院を推薦する都道府県について
(22静岡県)

医療圏

② 空白の医療圏及び既に指定されている医療圏から新規推薦があり、医療圏
数を超える数の拠点病院を推薦する都道府県について
(7福島県)

。
濃鷹冤硯墓轟こ墓∬晋需足記11ぽ

推薦があ吹医療圏数を超える数悧
(9栃木県、13東京都、15新潟県、23愛知県、24二重県、28兵庫県、
34広島県)

④ 既に指定されている医療圏から新規推薦があり、医療圏数を超えない数の
拠点病院を推薦する都道府県について
(1北海道、19山梨県、25滋賀県、35山口県、36徳島県、43熊本県、
44大分県)

⑤ 医療圏数を超える数の拠点病院が指定されており、入替のある都道府県に
ついて

(27大阪府 )

⑥ 医療圏数を超えないが、入替のある都道府県について
(41佐賀県)

⑦ 医療圏数を超える数の拠点病院が指定されており、指定更新のみの都道府
県について

(2青森県、6山形県、12千葉県、14神奈川県、16富山県、17石川県、
18福井県、21岐阜県、26京都府、31鳥取県、33岡 山県、38愛媛県、
40福岡県)

③ 医療圏数を超えず、指定更新のみの都道府県について
(3岩手県、4宮城県、8茨城県、20長野県、30和歌山県、37香川県、

,     39高 知県、42長崎県、46鹿児島県)

⑨ 平成 22年 3月 末に指定の効力を失う拠点病院がある都道府県について
(5秋田県、10群馬県、11埼玉県、29奈良県、32島根県、45宮崎県、
47沖縄県)

(4)そ の他
国立がんセンターの独立行政法人化による今後の取扱について

3 閉会

【資 料】
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参考資料 1 がん診療連携拠点病院の整備について
(平成 20年 3月 ¬日付け健発第 0301001号 厚生労働省健康局長通知 )

参考資料 2 がん診療連携拠点病院の指定更新等に向けた留意事項について
(平成 21年 6月 22日 付け健康局総務課がん対策推進室事務連絡 )

参考資料 3 平成 22年度がん診療連携拠点病院の指定推薦書の記載方法及び指定要
件についての Q&A
(平成 21年 10月 14日 付け健康局総務課がん対策推進室事務連絡 )

参考資料 4 各都道府県におけるがん対策予算の執行状況等について
(第 11回 がん対策推進協議会資料 5-3)



新要件に基づくがん診療連携拠点病院の指定の考え方

1 指定要件の充足状況

〇 指定に当たつては、「がん診療連携拠点病院の整備について」 (平成20年 3月
1日 付け健発第0301001号 厚生労働省健康局長通知)(以下「指針」という。)に
塑 る必須≡142充足していることとする。

2 2次 医療圏理を超える数の医遼機関が、がんじ療連携拠点病院に指定されるこ
ととなる場合

地域がん診療連携拠点病院にあつては、 2次医療圏 (都道府県がん診療連携拠
点病院が整備されている2次医療圏を除く。)に 1カ 所整備するものとする。た
だし、当該都道府県におけるがん診療の質の向上及びがん診療の連携協力体制
の整備がよリー層図られることが明確である場合には、この限りではないもの
とする。(指針抜籾

0 2次 医療圏数を超える数の医療機関ががん診療連携拠点病院に指定されるこ
とによる、当該医療圏や都道府県のがん診療体制にお 1土る相乗効果が、都道府

県の推薦意見書に数値目標などを用い記載されていることとする。

○ なお、 2次医療圏数を超える数の医療機関をがん診療連携拠点病院に指定す
る理由として、単に人口が多いということだけでなく、がん患者の通院圏域、
がん診療連携拠点病院間の機上的役割分担、隣接する医療圏との関係等につい

て、者「道府県において十分な説明があることとする。

○ また、都道府県は、拠点病院の運営が適切 1二重われるための塾制を確保する
よう努めることとする。

3 2医 療機関が都道府県がん診療連携拠点病院に指定されることとなる場合

〇 都道府県がん診療連携拠点病院は、都道府県に 1カ所整備することとされて
いるが、都道府県がん診療連携拠点病院が2医療機関となること1二よる両医療
機関の機能的役割分担、相乗効果等について、都道府県の推薦意見書に数値目

第 5回がん診療連携拠点病院の指定に関する検討会での指摘

東京都 〇なぜ都道府県拠点が 2つないといけないのかについて、説明が不十分。
> 複数指定されたことによる相乗効果等について評価すること。
> 既存の拠点病院との関係を整理し、全体的に検証すること。

兵庫県 ○医療圏数を大幅にオーバーしている。
> 更新申請に向け、既指定病院との関係を整理すること。

四
報

大阪府 ○医療圏数を大幅にオーバーしている。

富山県

京都府

福岡県

〇指定を受けることにより、年齢調整死亡率の改善が見込まれるという考

え方はおかしい。

○大阪府のオンコロジーセンター構想は、拠点病院の考え方とは異なる。

○大学病院と既指定病院との機能の違いについて、説明が不明確。

》 更新申請に向け、既指定病院を含めて関係を整理し、機能分担が明

確でない病院については更新しないこと、次回までに 2次医療圏で

の整理とともに、府全体における整理もすること。

> 大阪府が計画した具体的な数値目標について、評価すること。
○拠点病院間で機能を分担する「富山型」というような考え方は、実際は

上手くいかないのではないか。

》 実際の状況について、具体的に数値で評価していくこと。

○府拠点が 2つ指定されることによる数値目標を平成 24年度までと報告

しているが、本当にうまくいくのか。

○京都大学病院については、相談支援センターの相談件数が 0件。

○京都府立医科大学附属病院については、新入院がん患者数が府拠点にし

ては少ない。

> 複数指定されたことによる相乗効果等について検証すること。
> 数値目標 (人材派遣育成、医師の養成数等)について中間報告とい
う形で実績を報告すること。

> 京都大学病院の相談支援センターの実績報告をすること。
Oなぜ都道府県拠点が 2つないといけないのかについて、説明が不十分。
> 複数指定されたことによる相乗効果等について評価すること。
> 既存の拠点病院との関係を整理し、全体的に検証すること。

標を用いて記載されているなど十分な説明があることとする。



岩手県 ○県立胆沢病院、県立大船渡病院、県立久慈病院については、新入院がん
患者数が 1200人より少ない、相談件数が少ない。

宮城県 ○キ将来的1[「F鷲角罵堡需[築屡災蕊醤』搬嘉機1五晶曇ilキ旨す」と
いつた記載があり、「年内」といった言い方をしていない。
○なぜ都道府県拠点が 2つないといけないのかについて、説明が不十分。
> 更新に向けて新要件の充足を徹底すること。

秋田県 Oh」繁γ髯鷲誕Tllllま晨堀季繁言事籍璽塁翼増訴Iユス鼻鴨が良
くない。

時期。キl椰魂《琴lllギ 7鷺ヒ:」
=二
こ撫人より少

ない。

○医療圏を大幅にオーバーしてぃる。
> 川口市立医療センターの診療実績について把握し、評価すること。
> 既存の拠点病院との関係を整理し、更新申請に向け検証すること。

資 料 3

がん診療連携拠点病院の指定推薦について

総数 385:新規推薦29、 指定更新319、 現況報告による指定継続37、 現況報告のみで指定失効15
参  考 :平成21年度がん診療連携拠点病院数 375(都道府県拠点 (★)51地 域拠点 324)

静岡県 磐田市立総合病院 (中東遠医療圏)を新規推薦 8医療圏に対し11病院

②

(

福島県 厚生連白河厚生総合病院 (空白の県南医療圏が充足)を新規推薦
いわき市立総合磐城共立病院(いわき医療圏内に2病院→3病院)を新規推薦
フ医療圏に対し9病院

③ 既指定の医療圏から新規盤薦があり、医療圏数を超える都道府県 (拠点病院数の増加)医亜園

栃木県 大田原赤十字病院 (県北医療圏が空白化)の指定失効
上都賀総合病院 (空自の県西医療圏が充足)を新規推薦

足利赤十字病院 (両毛医療圏内に1病院→2病院)を新規推薦 5医療圏に対しz病院
東京都  順天堂大学医学部附属順天堂医院 (区中央部医療圏内に4病院★→5病院)を新規推薦

昭和大学病院 (区南部医療圏内に1病院→2病院)を新規推薦 13医療圏に対し16病院
新潟県 済生会新潟第2病院 (新潟医療圏内に3病院★→4病院)を新規推薦
愛知県 藤田保健衛生大学病院 (尾張東音F医療圏内に1病院→2病院)を新規推薦

可1医療圏に対しJ5病院

目  貫霊層志鵞禽鵬苫l層督民2罪[壁薬[躍鼻驚経鮨
薦4医療圏に対し6病院

鵡県I瞥∬ξ[鶉仄濯獣又 晨露雪鷹薦聯晰
『

墜堕朋
独立行政法人国立病院機構 (以下「(独 )」 という)福山医療センター

(福山・府中医療圏内に1病院→2病院)を新規推薦 7医療圏に対し12病院

・・十―
り
Ｊ



④ 既指定の医療圏から新規推薦があり、医療圏数を超えない都道府県

(拠点病院数の増加)E道ヨ

北海道  (独 )函館病院 (南渡島医療国内に1病院→2病院)を新規推薦
21医療圏に対し21病院

山梨県  山梨厚生病院 (狭東医療圏が空白化)の指定失効
富士吉田市立病院 (富士・東部医療圏が空白化)の指定失効

市立甲府病院 (中北医療圏内に2病院★→3病院)を新規推薦 4医療圏に対し3病堕
滋賀県 滋賀医科大学医学部附属病院 (大津医療圏内に1病院→2病院)を新規推薦

7医療圏に対し6病院

山口県  山口宇吉B医療センター (宇部・′]ヽ野田医療圏に1病院★→2病院)を新規推薦
8医療圏に対し8病院

徳島県  徳島市民病院 (東部 I医療圏内に2病院→4病院)を新規推薦
健康保険鳴門病院 (東部 I医療圏内に2病院→4病院)を新規推薦

徳島県立中央病院 (県拠点→地域拠点)(東部 I医療圏 )

徳島大学病院 (地域拠点→県拠点)(東部 I医療圏)6医療圏に対し5病院
熊本県  熊本中央病院 (熊本医療圏内に5病院★→6病院)を新規推薦

可1医療圏に対し9病院

大分県  大分市医師会立アルメイダ病院 (中部医療圏内に3病院★→4病院)を新規推薦
6医療圏に対し6病院

⑤ 医療圏数を超えており、入替のある都道府県

(拠点病院数の増減なし)匝団

大阪府 関西医科大学附属枚方病院 (北河内医療圏に1病院→2病院)を新規推薦
松下記念病院(北河内医療圏に1病院→2病院)を新規推薦

大阪医療センター(大阪市医療圏内に5→ 5病院)を新規推薦

高槻赤十字病院 (三島医療圏内に2病院→1病院)の指定失効

星ヶ丘厚生年金病院 (北河内医療圏に1病院→2病院)の指定失効

府立急性期・総合医療センター(大阪市医療圏に5→5病院)の指定失効

8医療圏に対し15病院

⑥ 医療圏数を超えず、入れ替えのある都道府県

(拠点病院数の増減なし)圧 園

佐賀県 佐賀県立病院好生館 (県拠点→地域拠点)、

⑦ 医療圏数を超えるが、指定更新のみの都道慶星 (拠点病院数の増減なし)12府県

山形県  4医療圏に対し6病院 岐阜県 5医療圏に対し7病院

千葉県  9医療圏に対し13病院 京都府 6医療圏に対し9病院

神奈川県 11医療圏に対し12病院 鳥取県 3医療圏に対し5病院

富山県  4医療圏に対し8病院 岡山県 5医療圏に対し7病院

石川県  4医療圏に対し5病院 愛媛県 6医療圏に対し7病院

福井県  4医療圏に対し5病院 福岡県 13医療圏に対し15病院

③ 医療圏数を超えず、指定更新のみの都道府県 (拠点病院数の増減なし)団

青森県  6医療圏に対し5病院 和歌山県 7医療圏に対し6病院

岩手県  9医療圏に対し9病院 香川県 5医療圏に対し5病院
宮城県  7医療圏 こ対し7病院 高知県 4医療圏に対し3病院
茨城県  9医療圏 こ対し8病院 長崎県 9医療圏に対し6病院
長野県 ¬0医療圏 こ対し8病院 鹿児島県 9医療圏に対しフ病院

⑨ 平成22年 3月 末に指定の効力を失う拠点病院がある都道府県 (拠点病院数の減少)Eヨ

秋田県 厚生連雄勝中央病院の指定失効 (湯沢・雄勝医療圏は空白化)
8医療圏に対し8病院

群馬県 利根中央病院、(独 )沼田病院の指定失効 (沼田医療圏は空白化)
10医療圏に対し9病院

埼玉県 行日総合病院の指定失効 (利根医療圏は空白化 )
9医療圏に対し11病院

奈良県 国保中央病院の指定失効 (空白化なし)
5医療圏に対し5病院

島根県 益田赤十字病院の指定失効 (益田医療圏は空白化 )
7医療圏に対し5病院

宮崎県  県立日南病院、県立延岡病院の指定失効
(宮崎県北がん医療圏、宮崎県南がん医療圏は空白化 )

4がん医療圏に対し3病院

沖縄県 北部地区医師会病院の指定失効 (北部医療圏は空白化 )
5医療圏に対し3病院

佐賀大学医学部付属病院 (地域拠点→県拠点)5医療圏に対し4病院



×網●卜けHO分は空自の医療口  ☆ :都道府県がん診療連携拠点病院

新親謄凛は■色

"た
の失島は,●

都道府県
に 療圏数 )

2次医療田 がん診療拠点病院 区分 前回の指定年月日

静岡県 (8)

新規推薦   1
指定更新  10
現況・継続  0
現況・失効  o
噌 減 10→ ¬

買鹿

熱海伊束

駿東田方

(すんとうたがた )

富士 :

静岡

志太榛原 (しだはいばら)

中東遠 (ちゅうとうえん)

西部

|★静岡県立静岡がんセンター

ル

^掌
本書Fす却吋旱

"甲

病眸    ~~
沼津市立病院

指定更新 平成18年 8月 24日

指定更新

指定更新

平成19年 1月 31日

平成19年 1月 31日

静岡市立静岡病院

指定更新

指定更新

平成20年 2月 8日

平成 19年 1月 31日
藤薇市立総合病院

磐田市立総合病院

(社 )聖隷福祉事業団総合病院 聖隷三方原病院

(社 )聖隷福祉事業El総合病院 聖隷浜松病院

県西却浜松医療センター

指定更新

新規推薦

指定更新

指定更新

指定更新

平成19年 1月 31日

平成20年 2月 8日

平成20年 2月 8日

平成19年 1月 3,日
浜松躍科大学医学部81編病院 指定更新 平成19年 1月 31日

規推 薦

現況・継親  0
現況 失効  0
増  滅  7-9

県北

県中

県南

相双 (そうそう)

会津

雨会
'ユいわき

☆福島県立医科大学附四病院 指定更新

指定更 rf |く器 署トー
財団法人脳神経疾恵研究所lff属 総合南東北病院

財団法人太田綜合病院 lll麒 太田西ノ内病院

1屁島県厚生農業協同組合迎合会 自河厚生総合病院

指定更新

指定更新

新規推薦

指定更新

指定更新

平成20年 2月 8日

平成19年 1月 31日

平成19年 1月 31日

平成20年 2月 8日

財団法人竹田綸合病Fi

会澪中央病Fi

独立行政法人労働者健康13祉機ll福島労災病院
いわき市立総合磐城共立病院

指定更新

新規推薦

平成20年 2月 8日

新規推薦   2
指定更新   5
現況・縫続  0
現況・失効  1
増  減  6→ 7

央 (けんとう。おう)

県南

県北

両毛

一
　

一

栃木県立がんセンタ |に定更斬

1旨定更新

指定更新

平成19年 1月
自治医科大学附風病院

栃木県済生会宇都宮病院

獨協E科大学病院
~~~~~― ―――‐― ――――

天1薦蒜+=百醗「
佐野厚生総合病院

足利赤十字病院

上都賀総合病院 (かみつがそうごうびょういん)

平成19年 1月 31日

平成19年 1月 31日

1日定更新

現況,失効

指定更新

新規推薦

新規推薦

平成19年 1月 31日

平成10年 1月 31日

平成19年 1月 31日

新規椎薦   2
指定更新   14
現況・継統  0
現況・失効  0
増  減 14-16

区東北部

区東部

区南部

区西南部

区西部

区西北部

★東京都立EI込病院

東京大学医学部附口病院
指定更新

指定更新

平成20年 2月 8日

平成20年 2月 8日
日不曖科ス字付属病院

聖路加国瞭病院

順天堂大学医学部Fll属 順天堂医院

★財日法人癌研究会有明病Fi

Nπ東日本関東病院
昭和大学病院

日本赤十字社医療センター

東京女子医科大学病院

日本大学医学部附属板橋病院

指定更新

指定更新

新規椎薦

指定更新

指定更新

新規推薦

指定更新

指定更新

指定菌新

平成20年 2月 8日

平成20年 2月 8日

平成20年 2月 8日

平成20年 2月 8日

平成20年 2月 8日

平成20年 2月 8日

平成20年 2月 8日

指定更新 平成20年 2月 8日

南多摩

lL多産1茜m
北多摩南部

11多暉

“

ユ

置鴨雨
=総
合病院

東京医科大学八王子医療センター

指定更新

指定更新

平成20年 2月 8日

平成20年 2月 8日

珠尖墓革景認暑鷲
町■・・ チ聯

指定更新

指庁事断
平成20年 2月 3日

平成20年2月Я月

L資 料4 1

|  .´ ._II「

-7‐

新潟県 (7)

新規推薦   1
指定更新   8
現況 継続  0
現況・失効  0
増  減  8-9

下赳

佐渡

新潟

県央

中越

魚沼

上越

県立新発田病院 (しばたびょういん )

★新潟県立がんセンター新潟病院

指定更新

指定更新

平成20年2月 8日

平成10年 1月 31日
新潟市民病院

新潟大学医歯学総合病院

済生会新潟第二病院

指定更新

指定更新

新規推薦

平成18年 8月 24日

平成19年 1月 31日

き 長岡中央綜合病院 指定更新 平成18年 8月 24日
長岡赤十字病院

折潟県立中央病院

指定更新

指定更新

平成18年 8月 24日

平成18年 3月 24日

平成20年 2月 8日
愛知県 (11)

新規推薦   1
指定更新  14
現況・継続  0
現況・失効  0
増  減 14-15

名古屋

尾張中部

知多半島

海部 (あま)

尾彊東部

尾考
=西
部

尾張北部

西二河北部

西
=河
南部

東三河北部

東二河南部

k愛知県がんセンター中央病院 指定更新 平成19年 1月 31日

独立行政法人国立病院社11名 古屋医療センター

名古屋大学医学部附属病院

指定更新 平成20年 2月 8日

平成 19年 1月 31日
fIE云味臓甲宗病院

名古屋市立大学病院

名古屋第一赤十字病院

名古屋第二赤十字病院

指定更新

指定更新

指定更新

指定更新

平成19年 1月 31日

平成20年2月 」日

平成20年 2月 8日

平成20年 2月 8日

愛知県厚生腱業協同組合連合会 海南病院 指定更新

公立陶生病院

=百請赫
~~~― ――――――――

臓田保健●,生 大学病院

小牧市民病院

指定更新 平成19年 1月 01日

指定更斬

新規推薦

指定更新

平成19年 1月 31日

平成20年 2月 88
愛知県厚生出共協同組合迎合会 豊田厚生病院

黎 塁里婁■ 業協同組合連合会 安城更生病院

豊:1市 民病院

指定更新

指定更新

平成19年 1月 31日

平成20年 2月 8日

指定更 3rl
二重県 (4)

新規推薦   1
指定更新   5
現況・継続  0
現況 失効  0
増  減  5-6

北勢

中勢伊賀

二重県立総合医療センター

鈴鹿中央総合病院

独立行政法人国立病院機ll二重中央医療センター

指定更新

新規推薦

指定壼晰

平成20年 2月 8日

☆国立大学法人 三重大学医学部附属病院
南勢志摩

東紀州

山田赤十字病院 指定更新 平 成 20年 2月 8日

千重県厚生晏業協同組合連合会 松阪中央総合病院 指定更新 平成20年 2月 8日

兵庫県 (10)

新規推薦   2
指定更新   13
現況・継続  1
現況・失効  0
増  減 14‐ 16

神戸 独立行政法人国立病院撮構 神戸医療センター

=

現況 継続

指定更新

指定更新

平成21年 4月 1日

平成19年 1月 31日

平成19年 1月 31日
阪神南

阪神北

独立行政法人労働者健康福祉螢埜 関西労災病院 指定更新 平成19年 1月 31日
兵厚医科大学病院

県立尼崎病院

公立学校共済組合 近畿中央病院

市立伊丹病院

★兵庫県立がんセンター

西脇市立西脇病院

指定更新

新規推願

指定更新

新規桂腑

指定更新

指定更新

平成20年 2月 8日

平成19年 1月 31日

平成19年 1月 31日

平成20年2月 8日

東播磨

北幡磨

嚇　睡一饂一服一

姫路赤十字病院 指定更新 平成19年 1月 31日
陰立行政法人国立病院機構 姫路医療センター

赤穂市民病院

公立豊岡病院組合立豊岡病院

屁庫県立柏原病院

民庫県立淡路病院

指定更新

指定更新

指定更新

指定更新

指や軍新

平成19年 1月 31日

平成19年 1月 31日

平成19年 1月 31日

平成20年 2月 8日

平成19年 1月 31日
広島県

新規推薦   2
指定更新  10
現況・継続  0
現況 失効  0
増  減 10-12

広島 ★広島大学病院 指定更新 平成18年 8月 24B
県 ユ 瓜 島 属 隈 指定更新 平成18年 8月 24日

広島赤十字・原爆病院

広島市立安佐市民病院

広島県厚生晨業協同組合理合会 廣島総合病院

指定更新

指定更新

新規推薦

指定更新

平成18年 8月 24日

平成18年 8月 24日

平成18年 8月 24日
広島西

臭
呉
・帥広̈

独立行政法人国立病院機構 呉医療センター

独立行政法人国立病院機構 東広島医療センター

野
一醐

定
一定

着
一指

平成18年 8月 24日

平成18年 8月 24日
尾三 (びざん ) 広■県厚生晨案協同組合連合会 尾道総合病院 指定更新 平成18年 3月 24日

三Tピ憑~|
福山市民病院

独立行政法人日立病院機椰 福山医療センター

市立二次中央病院 (みよしちゅうおうびょういん)

18定更新

新規推薦

指や軍軒

平成18年 8月 24日

平成18年 3月 24日

-3‐



Jヒ海道 (21)

推薦   1

更新   0

南渡島 (みなみおしま)

南檜山 (みなみひやま)

現況・継続 平成21年 4月 1日

函館五稜郭鋼院

独立行政法人日立病院機11函館病院

現況・継続

新規推薦

平成21年 4月 1日

・継続  20
・失効  0
減  20-21

北濃島檜山(きたおしまひやま)

札幌

後薄〈しリベし)

南空知(みなみそらち)

中空知(なかそらち)

北空知〈きたそらち)

上‖IJヒ都
富長野

留綺 (るもい )

察谷

北網 (ほくもう)

遠紋 (えんもん )

十勝

釧路

西胆撮 (にしいStり )

東胆振 (ひがしいぶり)

日高

上川中lll

(かみかわちゅうぷ)

☆独立行政法人日立病院機II北海道がんセンター

市立札幌病院

現況・継続

現況・継続

平成21年 4月 1日

平成21年 4月 1日

札幌厚生病院

恵佑会札幌病院

現況・継統

現況・織続

平成21年 4月 1日

平成21年 4月 1日

KKR札幌医療センター

手稲渓仁会病院

現況・継統

コ 1,・ 聾 錦

平成21年 4月 1日

平成21年 4月 1日

北海道大学病院 現況・継続 平成21年 4月 1日

札幌医科大学rll属病院 現況・継続 平成21年 4月 1日

砂川市立病院

日鋼記念病院

現況・継続 平成21年 4月 1日

現況・継続 平成21年 4月 1日

王子総合病院 現 況・継 積 平成21年 4月 1日

JA北海道厚生迎 旭川厚生病院 現況・継続 平成21年 4月 1日

市立旭川病院

じ川医科大学病院

総合病院北見赤十字病院

帯広厚生病院

現況・継続

現況 継親

現況・継続

現況・継続

平成21年 4月 1日

平成21年 4月 1日

平成21年 4月 1日

平成21年 4月 1日

市立釧路総合病院

田路労災冑院

現況・継続

現況・経親

平成21年 4月 1日

平成21年 4月 1日

山梨県 (4)

新規推薦   1
指定更新   2
現況・縫統  0
現況・失効  2
贈 滅  4-3

|≪]藝
峡南 (きようなん )

1  
富士・東部・北腱 (ほくろく)

キ山梨県立中央病院 指定更新 平成18年 3月 24日

出梨大学医学部附属綱院

1立 甲府病院

け両曇哭岬
="凛
庫螢南鷹|

i壼ぼ饉嵐lelⅢ■■由常I●腱‐

指定更新

新規推薦

:i「1:[:::,::::'i:1「
:

:1lJ●腱嚇●:

平成19年 1月 31日

|1輛 莉 8~1

■IEra10島 ,鳳ゴ11自■:

滋賀県 (7)

新規性薦   1
指定更新   3
現況・組織  2
現況・失効  0
増  減  5→ 6

1      大津

.    口南
甲賀

‐  束近江
湖東

津赤十字病院

■医科大学医学部付属病院

滋賀県立成人病センター

立甲賀病院

指定更新

新規推薦

現況・継続

指定更新

平成20年 2月 8日

平成21年 4月 1日

平成20年 2月 8日

根市立病院 現況・継統 平成21年 4月 1日

北

歯̈

湖

一劇

立長浜病院 指定更新 平成20年 2月 8日

山口県 (8)

析規推薦   1
鼈定更新   7
見況・縫餞  0
見況・失効  0
● 減  フー8

岩□

柳井 (やない)

周南 (じゆうなん )

山口・防府 (ほうら、)

顆

宇部・小野田

下関

長円(ながと)

独立行政法人日立病院機構 岩□医療センター

山口県厚生農業協同組合連合会 周東総合病院

指定更新

指定更新

指定更新

指定更新

指定更新

指定更新

新規推薦

指,菫薔

平成20年 2月 8日

平成20年 2月 8日

平成20年 2月 8日

平成20年 2月 8B
平成20年 2月 8日

平成19年 1月 31日

平成18年 8月 24日

線合病院社会保険籠山中央病院

山口県立総合医療センター

綜合病院山口赤十字病院

★山口大学医学部附属病院

独立行政法人日立病院機構 山口宇卸医療センター

下関市立中央病院

億島県 (6)

析規推薦 2+2
を定更新   3
滉況・腱親  0
見況・失効  0
■  滅  3-5

東部 I

東

“

I

南部 1

南都 i
西都 :
薔●E■

☆憚 口鵬ユ IP彙輌屁

鮨島大学輌院

籠島市民病院

腱朦保険喘門病院

臨島赤十宇病院

晰燿
`県

―ll● )

“

璃
`|1崚

‐■,

新規推薦

新規推薦

指定更新

平成18年 0月 248

平成19年 1月 3,日

平成19年 1月 31日

熊本県 (11)

新規推薦   1
指定更新   8
現況・継続  0
現況・失効  0
増  減  8-9

熊本

宇城(うき}■

■ホ(か とヽ
',

I菊
池■■

.■ 爾篠■

上養城てふみましき)

有明

ノヽ代 (やつしろ)

.声北 (あしまた)

球磨 (くま)

●天菫 ■

帽本市立篠本市民病院 指定更新 平成20年2月 8日

独立行政法人日立病院機構 熊本医療センター

社会福社法人思腸財団済生会熊本病院

棗疋里駒

指定更新

鮨鬱●薔

平成20年2月 8日

平成20年2月 8日

平成20年2月 8日

★目立大学法人 熊本大学医学部附属病院

日
=公
務員共済組合連合会熊本中央病院

指定更新

新規推薦

平成18年 8月 24日

独立行政法人労働者健康福祉機構 熊本労災病院

硝
=異
詢

指定更新

平成20年 2月 8日

平成,9年 1月 31日

健康保険人吉総合擁院 指定更新 平成10年 1月 31日

人分県 (6)

析規推薦   1

=定
更新   5

見況・織続  0
見況・失効  0
曽 減  5-6

郡
ふ
甲
部

東
一北

中

南部■■

豊絶 (iまう0)
西部

独立行政法人日立病院機構 別府医療センター 硝疋里歌

指定更新

半E20年2月 8日

平成20年 2月 8B大分赤+字由院

大分県立病院

★目立大学法人 大分大学医学部附属病院

大分医師会立 アルメイダ病院

大分県済生金日田鋼院

指定更新

指定更新

新規推薦

指定菫晰

平成20年 2月 8日

平成
"年
2月 8日

平成20年 2月 8日

大阪府 (8)

肝規推薦   3
1定更新   8
見況・継続  4
見況・失効  3
曽 減 15→ 15

豊能 (とよのう)

三島

大阪大学医学部附口病院 現況・継織 平成21年4月 1日

市立豊中霧院

大阪医科大学附属綱院
百薗雲菖笙轟饉涵躍嘉壼影薔監 櫻藤唸薩

指定更晰

現況・縫線

平成20年2月 8日

平成21年 4月 1日

釉 i

平成
"年
2月 8日

平成2"“ 月1日

北河内

関西医科大学附属枚方病院

松下記念鋼院

東大阪市立紀合病院

近畿大学医学部附口病院

新規推菫

新規権薦

指定更新

現況・機織

中河内

南河内

一肺一馴一鰤

独立行政法人日立病院機構 大限南医療センター

独立行政法人労働者健康福社機構 大阪労災病院

市立岸和田市民病院

大阪市立大学医学03附瞑輌院

大阪市立総合医薇センター

指定翼新

指定更新

指定更麟

現況・縫機

指定更斬

平成20年2月 8日

平成20年2月 8日

平成20年2月 8日

平成2"“ 月1日

平成20年2月 8日

★地方独立行政法人大阪府立病院機構

大阪府立成人病センター

大阪赤十字病院
:…
・

指定更新

指定更新

平成19年 1月 31日

平成20年2月 8日

輻
凛立1子政法人日立病院機構 大阪医療センター 新規推薦

佐賀県 (51

析規推薦   2
1定更新   2
見況・継続  0
見況・失効  0

部

　

一部
一部
一部
一蔀

中

　

一東
一北
一西
一南

雄 摯県ユ欄目囁喜ロ :J里堡幽

"燿 `||●

―県
'

指定更新

平感10年 1月 3:日

[賣大革直驀

“

附属病院

唐津赤十字病院

平成10年1月 31日

平成19年 1月 3'日

指定菫麟

青森県 (6)

析規推薦   0
着定更新   5
見況・継続  0
見況・失効  0
曽 減  5-5

青森 青々森県立中央病院 指定菫嬌 平成20年 2月 8日

津軽

八戸

上十二 (かみとおさん )

1茜JL蓋て薔

`11ま

でき

'下北

仏前大学医学部附属病院

戸ヽ市立市民病院

三沢市立三沢病饒

硝疋異称

指定更新

指定重薔

平成19年 1月 31日

平成20年2月 8日

平成:9年 1月 31日

指定更新 平成20年2月 8日

山形県 (4)

折規推薦   0
首定更新   6
見況・継銃  0
見況 .失効  0
曽 滅  6→ 6

村山 山々形県立中央病院

L影市立病院済生館

●形大学医学部附属病院

指定更新

指定更新

指定亜新

平成20年2月 8日

平成18年 B月 24日

平成18年 8月 24日

最上 L形県立新庄病院 指定更新 平成19年 1月 31日

置賜 (おきたま)

庄内

L形県置賜広崚病院組合立公立 置賜総合綱院

」形県立日本海病院

指定更新

指定菫新

平成19年 1月 31日

平成18年 8月 24日



千葉県 (9)

断規推薦   0
指定更新  13
現滉・饉統  0
瞑況・失効  0
囀 減 13‐ 13

千葉

山武長生夷聘 11ん
`■

|ぅ
・
ぃ|、
",,

東葛南部

(と うかつなんぶ )

東葛北部

(と うかつほくぶ )

印膳 (い んば )

:匝 (か とりかいそう)

女房 (あわ )

君津

市原

★千葉県がんセンター

千葉大学医卓Oo附属嘉饒
墜蒙曖塗

^ロ

ユ菫堕■■千葉医療センター

船橋市立医療センター

指定更新

指定更新

指定更新

指定更新

平成18年 8月 24日

平成20年 2月 8日

平成20年 2月 8日

平成19年 1月 31日

署昼璽■公rT,■菫 互理堕    _ _
順天堂大学医学部附属 順天堂浦安病院 指定更新

平成20年 2月 j自

平成20年 2月 8曰

東京慈意会医科大学附属 粕病院

ヨ保松戸市立病院

t田赤十字病院

指定更新

指定更新

指定更新

平成20年 2月 8日

平成20年 2月 8日

平成20年 2月 8日

総合病院□保旭中央病院

E燎法人鉄蕉会 亀田総合病院
指定更新

指定更新

平成20年 2月 8日

平成20年 2月 8日
ヨ保IE富群8踊瞬 君澤中央病院
L立行政法人労働者l12康福祉機構 千葉労礎義晨

指定更新

指定更新

平成20年 2月 8B
平成20年 2月 8日

神索川県 (11)

新規推薦   0
指定更新  12
現況・縄続  0
現況・失効  0
増  減12-12

横浜北部 笙≡

…

機構横浜労災病院 指定更新 平成20年 2月 8日

横浜南 lll

★神奈川県立がんセンター

横浜市立市民病院

公立大学法人横浜市立大学附属病院

新
一新
一新

銀
一題
一鍾

指
一指

指̈

平成19年 1月 31日

平成18年 8月 24日

平成19年 1月 31日

川崎南 III

聖マリアンナET4大 学病院
川崎市立井田病院

指定更新

指定更新

平成19年 1月 31日

平成18年 8月 24日

湘南東部

湘南西00

県央

相模原

県西

蹴
学 塾 癖 瞬  

―

1海大学医学部付属病院

覇
~

拒足更新

指定更新

指定更新

平成18年 3月 24日

平成19年 1月 31日

平成19年 1月 31日

指定更新 平成18年 3月 24日
に二大学編院

トロ原市立病院

指定更新

指奮 tII軒

平成19年 1月 31日

平成18年 8月 24日
富山県 (4)

新規推薦   0
指定更新   8
現況・縫焼  0
現況・失効  0
増  凛  8→ 8

新川 (にいかわ )

富山

高岡

研波 (となみ )

硝足異新

指定更続

指定更新

平成19年 1月 31日

平成19年 1月 31日

平成18年 8月 24日
E山市立富山市民病院

目立大学法人富山大学附属病院

=生
遠高日病院

“

田市民病院

"立

硼波総合病院

指定更新

指定更新

指定更新

指定更新

指定更新

平成19年 1月 31日

平成19年 1月 31日

平成19年 1月 31日

平成19年 1月 31日

平成19年 1月 31日

新規推薦   0
陶定更新   5
晩況・機綬  0
屁況・失効  0
1●  減  5→ 5

籠量北部

龍量中部

石川中央 キ金沢大学医学部附属病院

自立行政法人日立病院機構 金沢医療センター
~ 指定更新 平成19年 1月 31日

指定更新

指定更新

―

平 成 19年 1月 n,日
tttE科大学病院 指定更新 平成19年 1月 31日

雨加 買 日民健康保険 小松市民病院 指定更新
福井県 (4)

新規推薦   0
指定更新   5
現況・継続  0
現況・失効  0
増  減  5‐ 5

福丼・坂丼

真館,●くi?‐ 2
舟南くたんなん)

嶺南(れいなん)

ヤ

“

丼県工病院 指定更新 平成19年 1月 31日
隅丼大学医学部附属病院

旧井赤十宇綺院

指定更新

指定更新

平成19年 1月 31日

平成19年 1月 31B
嘔丼県済主会病院 指定更新 平成19年 1月 31日

晨立行政法人日立病院機構 福井病院 指定更新 平成19年 1月 31日

新規推目   C
指定更新   ラ
現況・饉続  0
現況・失効  0
増 減  7‐ 7

西濃(せいのう)
中濃(ちゅうのう)

匡旱県r2含医療センター

由阜市民病院

ヤロ立大学法人 岐阜大学医学部附属病院

に垣市民病院

E療法人厚生会 木沢記念病院

指定更新

指定更新

指定更新

指定更新

指定更新

平成20年2月 8日

平成20年 2月 8日

平成18年 8月 24B

平成20年 2月 8日

平成20年2月 8日
薫単県ユ多治見病院

窯合病院高山赤十字病院

指定更新

指定更新

平成20年 2月 8日

平成20年2月 8日

京都府 (6)

新規推薦   0
指定更新   8
現況・継続  1
現況・失効  0
増  滅  9-9

丹後  |
中丹 (ちゅうたん )

南丹くなんたん )

京都・乙」1(お とくに)

山城北(やましろきた)
山城南 (やましろみ なみ )

目立行政法人目立病院機構 舞鶴医療センター 指定更新 平成19年 1月 31日

市立福知山市民病院

に京都大学医学部附属病院

指定更新

現況・継続

平成lo年 1月 31日

平成21年4月 1日

★京都府立医科大学附属病院

社会福祉法人京都社会事業財団 京都桂病院

京都市立病院

京都第一赤十字病院

指定更新

指定更新

職走史薪 '

精宇口好

平成18年 8月 24日

平成10年 1月 31日

平成lo年 1月 31日

平成19年 1月 31日

京都覇二赤十字病院

独立行政法人国立病院機構 京都医療センター

指定更新

指定更新

平成10年 1月 31日

平成19年 1月 31日

鳥取県 (3)

新規推薦   0
指定更新   5
現況・躍機  0
現況・失効  0
増  減  5-5

東E0 島取県立中央病院 指定更新 平成19年 1月 31日
陽取市立病院 指定更新 平成19年 1月 31日

屁取県立厚生病院 指定更新 平成20年2月 8日
西部 ★園立大学法人 鳥取大学医学部附属病院

陸立行政法人国立病院機構 米子医療センター

指定更新 平成20年2月 8日

平成20年2月 8日

岡山県 (5)

析規推薦   0
曽定更新   フ
見況。経続  O
見況・失効  0
曽 滅  7-7

県南東部

|■底

県南西都

高零'新見

`た

か11し・:,いみ)
津山・英田(あいだ)

岡山済生会総合病院

総合病院圏山赤十字病院

~~~~~― ―――――一――

独立行政法人固立病院櫨‖ 岡山医療センター

★日立大学法人 口山大学病院

指定更新

指定更新

指定更新

指定更新

平成20年2月 8日

平成20年2月 8日

平成20年2月 8日

平成18年 3月 24日

財団法人倉敷中央病院

川崎医科大学鮒口病院

指定更新

指定買新

平成20年2月 8日

(財 )津山継風会津山中央露院 指定更新
愛蝦県

新規推薦   0
指定更新   フ
現況・継織  0
現況・失効  0
贈 減  7-7

宇摩
.

新居浜・西条 (さいじょう)

今治

松山

八幡浜‐・大洲 {ゃゎたltF`お おず)

卓和島

住友別子病院

済生会今治病院

★独立行政法人日立病院性格 四ロカくんセンター

愛媛大学医学部附風病院

愛姫県立中央病院

松山赤十字病院

指定更新

指定更新

指定更新

指定更新

指定更新

平成20年2月 8日

平成19年 1月 31日

平成19年 1月 31日

平成,9年 1月 31日

平成10年 1月 31日

平成19年 1月 31日

市立宇和島義院 平虚20年2月 8日
福岡県 (13)

新規推薦   0
指定更新   15
現況・組織  0
現況・失効  0
贈 減 15-15

福岡・糸島 (いとしま) ★独立行政法人日立病院機構 九州がんセンター 指定更麟 平成20年2月 8日
★九州大学病院 指定更新
独立行政法人日立病院機構 九州医療センター

|=目県済生会福岡総合病院

福田大学病院

指定更新

指定更新

指定更新

平成20年2月 8日

平成20年2月 8日

平成20年 2月 8日
粕屋 (かすや )

宗像 (むなかた )

策紫
‐

朝禽‐

久留米

独立行政法人目立病院機構 福岡東医療センター 指定更新 平成20年2月 8日

平成20年2月 日日

矢日米大学病院

聖マリア病院

指定更新

指定更新

…平成20年2月 8日
平成20年2月 8日

平成20年 2月 8日
ハ 女 (や め ,嘔 餞 公立八女総合病院 指定更新 平成20年2月 8日
有明

飯塚

直方 (のおがた)1崚手

田川

北九州

■寮‐鯉(けいちて)

大牟田市立総合病院

五塚病院

指定更新

指定更新

平成20年2月 8日

平成20年 2月 8日

平成20年2月 8日
t会保険田川病院

L九州市立医療センター

九州厚生年金病院

薔
=興
新

指定更新

指定更新

指定菫婦

平成20年2月 8日

平成20年 2月 8日

平成20年2月 8日

平成20年2月 8日

_11-
…12‐



岩手県 (9)

新規推薦   0
指定更新   6
現況・継続  3
現況・失効  0
増  滅  9-9

盛岡 岩手県立中央病院

☆岩手医科大学附属病院

指定更新

指定更新

平成 20年 2月 8日

平成 20年 2月 8日

岩手中部

胆江 (たんこう)

両磐 (りょうばん )

岩手県立中部病院

岩手県立胆沢病院 (いさわびょういん )

岩手県立磐井病院

一
一現況．継続
一一

平成20年 2月 8日

平成21年 4月 1日

平成20年 2月 8日

気仙

姜石

宮古

久慈 (くじ)

岩手県立大船渡病院 (おおら、なとびょういん ) 現況・継続 平成21年 4月 1日

岩手県立宮古病院

岩手県立久慈病院

指定更新

現況・継続

平成20年 2月 8日

平成21年 4月 1日

このへ ) 指定更新

宮城県 (7)

新規推薦   0
指定更新   フ
現況・継続  0
現況・失効  0
増 滅・ フ→7

仙藉 (せんなん)

仙台

大崎

‐果原

登米 (とめ)

石巻

気仙招

★宮城県立がんセンター

☆日立大学法人 東北大学病院

独立行政法人目立病院機構 仙台医療センター
一い一［一［

平成18年 8月 24日

平成18年 8月 24日

平成18年 8月 24日

自立行政法人労働者健康福祉機構 東北労災病院 指定更断 平成20年 2月 8日

籠北厚生年金綱院 指定更新 平成20年 2月 8日

え崎市民病院 指定更新 平成20年 2月 8日

目巻赤十字病院 平成20年 2月 8日

茨城県 (9)

新規推薦   0

指定更新   8

現況・組織  0

現況・失効  0

増  滅  8-8

水戸

日立

常饉大田・ひたちなか

鹿行 (ろ oこう)

土浦

つくば

取手・竜ヶ崎 (りゆうがさき)

筑西 (ちくせい)・下妻 (しもつま)

古河 (こが)・ 坂東

★茨城県立中央病院・茨城県地域がんセンター

(株 )日立製作所日立総合病院
・茨城県地域がんセンター

表城県厚生晨案協同組合連合会総合病院
土浦協同病院・茨城県地域がんセンター

筑波メディカルセンター病院・茨城県地域がんセンター

筑波大学附臓病院

東京医科大学饉ヶ浦病院

指定更新

指定更新

指定更新

指定更新

指定更新

指定更新

平成20年 2月 8日

平成20年 2月 8日

平成20年 2月 8日

平成20年 2月 8日

平成20年 2月 8日

平成19年 1月 31日

友愛記念病院 指定更新 平成19年 1月 31日

茨城西南医療センター病院 指定更新 平成19年 1月 31日

長野県 (10)

新規推薦   0
指定更新   7
現況・継続  ,
現況・失効  0
増  漱  8‐8

佐久

上小 (じょうしょう)

順訪

上伊那

飯伊 (はんい )

長野県厚生農葉共同組合連合会 佐久総合病院 指定更新 平成18年8月 24日

版訪赤十宇病院

伊那中央病院

指定更新

現況・継続

平成18年 8月 24日

平成21年 4月 1日

飯田市立病院 指定更新 平成19年 1月 31日

木曽

松本

大北 (たいほく)

長野

☆日立大学法人 1=州大学医学部附属病院

特定・特別医療法人慈泉会 相澤病院

新

一新

更
一更

定
一定

指

一指

平成18年 8月 24日

平成20年 2月 8日

長野赤十字病院 指定更新 平成19年 1月 31日

長野市民病院 指定更新 平成19年 1月 31日

和歌山県 (7)

晰規推薦   0
書定更新   6
見況・縫餞  0
■況・失効  0
●  滅  6-6

和歌山 日本赤十字社和歌山医療センター 指定更新 平成20年 2月 8日

★和歌山県立医科大学附属病院 指定更新 平成19年 1月 31日

那賀

橋本

1青田 ||

"輸

t=lFう〉
田辺

聾壼
`■

:んぐ¬

公立那賀病院

|=本市民病院

指定更新

指定更新

平成20年 2月 8日

平成19年 1月 310

指定更新

指定更新 平成 18年 8■ 24日

香川県 (5)

F規推薦  0

=定
更新   4
見況・縫線  1
屁況・失効  0
曽 漱  5‐ 5

‐大りIII II ‐
‐
小
=(し
1,す)
高松

中讚 (ちゆうさん)

書川大学医学部附風病院 現況・継競 平成21年 4月 1日

川県立中央病院 指定更新 平成20年 2月 8B
薔松赤十宇病院

虫立行政法人労働者健康福祉機構 書川労災病院

指定更新

指定更新

平成19年 1月 31日

平成18年 8月 24日

三豊 (みとよ) 三豊総合病院 楷 ,事新 平成20年 2月 8日

高知県 (4)

新規推薦   0
指定更新   3
現況・継続  0
現況・失効  0
噌 減  3‐ 3

安芸

中央

高帽 (こうばん )

幡多(1また)

指定更新 平成20年2月 8日

高知赤十字病院

★日立大学法人 高知大学医学部附属病院

指定更新

指定更新

平成20年2月 8日

平成:8年 8月 24日

長崎県 (9)

新規推薦   0
指定更新   6
現況・継統  0
現況・失効  0
贈  滅  6-6

長崎

_ ‐ =串  ,
上
=島
くかみごとう)
佐世保

:県月ι l
県央

書崚〈‐いを〉|

対疇 くつしま〕 |
凛宙

長崎市立市民病院

★長崎大学病院

日本赤十字社長崎原爆病院

指定更新

指定更新

指定菫新

平成20年2月 8日

平成19年 1月 318
平成20年2月 8日

佐世保市立総合病院 平成20年2月 8日

指定更新

増 や 口 薔

平成20年2月 8日

平成lo年 1月 31日

鹿児島県 (9)

析規推薦   0

=定
更新   フ

見況・継崚  0
見況・失効  0
曽 滅  フ→フ

鹿児島

南薩 (なんさつ)

★日立大学法人鹿児島大学病院

独立行政法人日立病院機構 臨児島医療センター

鹿児島県立饉南病院

指定更新

指定更新

粕壼ヨ薔

平成18年 8月 24日

平成18年 3月 24日

平成lo年 1月 31日

川饉 (せんさつ)

出水(いずみ)

始良(あいら)・伊佐

彗於くそお)

肝属 (きもつき)

熊毛〈くまげ)

奄姜

IIほ情 こ 法 人 思 鵬 財 回 済 工 曽 川 内 用 瞬 (せんだいびょうい 指定更新 平成20年 2月 8日

独立行政法人目立病院機構 爾九州病院 指定更新 平成20年2月 8日

県民健康プラザ鹿E医療センター 指定更新 平成20年2月 8日

平成10年 1月 31日

秋田県 (8)

新規推薦   0
指定更新   6
現況・継統  2
現況・失効  1
増 滅  9-8

大館・鹿角 (かづの )

北秋田

能代・山本

に館市立総合病院 現況・継幌 平成21年4月 1日

た田県厚生農業協同組合連合会 山本組合総合輌院 指定更新 平成20年2月 8日

秋田周辺 彙田県厚生農案協同組合連合会 秋田組合総合病院 現況・継機 平成21年4月 1日

ヤ秋田大学医学部附属病院 指定更新 平成19年 1月 31日

k田赤十字病院 指定更新 平成20年2月 8日

由利本荘・にかほ 無田県厚生農業協同組合連合会 由利組合総合病院 指定更新 平成10年 1月 31日

大 4山 (だいせん )・ 仙北

横手

湯沢・雄勝 (おがち)

た田県厚生農葉協同組合連合会 仙北組合総合病院

火田県厚生農業協同組合理合会 平鹿総合鋼院

:"鷹商 爾 面薔徴各曇
・・
‐.:

指定更新

指定更新

:… f

平成19年 1月 31日

平成19年 1月 31日

Ⅲ講面顔澤輛誦層 I

群馬県 (10)

IJl規 推薦   0
指定更新   9
現況・継続  0
現況・失効  2
増  減 11-9

前橋

高崎・安中 (あんなか )

☆日立大学法人群属大学医学部附属病院 指定更新 平成18年 8月 24日

前橋赤十字病院

陰立行政法人日立病院機構 高崎病院 鰤一一
招
・緒

平成20年2月 88
平成19年 1月 3,日

渋川 独立行政法人日立病院機構 西群属病院 指定亜晰 平成20年2月 8日

肩岡

=岡
番妥 (あがつま)

沼田

伊勢崎

桐生

さ立藤岡聡含病院

と立富圏総合病院 指定更新

平成19年 1月 31日

平成19年 1月 31日

伊勢崎市民病院

嗣生厚生総合病院

指定更新

指定更新
'

平成18年 3月 24日

平成19年 1月 31日

太田・館林 指定菫新 平E20年2月 8日



埼玉県 (9)

新規推薦   0
指定更新  10
現滉・継続  1
■況・失効  1
増 滅 12-11

東部 番日都市立病院 指定更新 平成19年 1月 31日

指定更新 平成20年 2月 8日

さいたま赤十宇病院

さいたま市立病院          
‐

★埼玉県立がんセンター

指定更新

指定更新

指定更新

平成20年2月 8日

平成19年 1月 31日

平成20年 2月 8日

瞬生奎川口総含鋼院

":口

市立E饉センター
現況・継機

指定菫婦

平成21年4月 1日

平成20年2月 8日

埼玉医科大学総合E豪センター

極 菫

埼玉医科大学■際医療センター

指定更新

指定更新

指定更新

平成19年 1月 31日

平成20年2月 8日

平成20年2月 8日

熙谷赤十宇療院

嚇 亘薔ζ

"百

:I=「:,■■看|:こ予盤
指定更新

褻
平成18年 8月 24日

「1亘洒薄働日勝Й朦百″1
薫晨県 (5)

析親推薦   o
ヒ定更新   4
見ル 継機  1
■況・失効  1
● ■  6→5

栞 良
「
立秦良病院 現況・継組 平成21年4月 1日
熙ユ 宗 民 覇 瞬

―

卜
・・
1・‐
・天理よるづ相饉所病院

聯國囲研
=指定更新

平成20年2月 8日

「百蘇
『
函壺薔引泊11

平成20年2月 8日

|   二〔畿大学医学部奈良病院キ奈良県立医科大学附属膚院

指定更新

指定菫新

平成20年2月 8日

平成20年 2月 8日
轟薇県 (7)

析規推薦   0
日定菫新   5
屁況・機構  0
屁現・失効  1
● 減  6-5

●南{うんなん )

出霞

大田(おおだ)

浜田

呼

江

崚‥‘

松

曝

松江市立病院
~~~~~― ―――――‐―‐一‐

松江赤十宇病院

指定更新

指定更新

平成20年 2月 8日

平成20年 2月 8日

さ日立大学法人 島根大学医学部附口病院 指定更新 平成20年 2月 8日
島根県立中央輌院

独立行政法人目立綱院糧‖ 浜田医療センター

指定更新

指定更新

鷲島透曖祐:

平成20年 2月 8日

平成20年 2月 8日

輌議 6軸 む .
益 田 錮輛鰐饉鹿由

"=■
||11■ 11■‐

'1‐

■ ■|
宮崎県 (4)

新規櫨薦   0

指定更新   3

現況・縫機  0
現況・失効  2

冨晴県央がん医療□ 日囀熙ユ富綺鋼眠

キ宮崎大学医学部‖口病院

ll定更新 平成20年2月 8日

宮崎県西がん医療日

宮崎県北がん医療□

宮崎県南がん医療田

平成20年 2月 8日

11i:ili!i::!ili::ill

沖縄県 (5)

新饉推薦   0
指定更新   3
現況・織統  0
現況・失効  1
贈 ■  4→3

脚、朝一脚
　
籠一Ⅷ

¨ 髯町
・
口

「
・

1‐t,サγ;■ |■1■1'「■
中縄県立中部病院

整を生茎蝉 ‐獨n恵.病院
キ琉球大学医学部附属病院

:醤

…

‐

指定更新

指定更新

指定更新

予属2071fu■
平成19年 1月 31日

平成20年2月 8日

平成20年2月 8日

※■壼口数は、平成21年 10月 末現在

‐
15・・
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22 静 県

メ
壇
ン４

病院名 地域分担 過去申請時の機能分担

①静岡県立静岡
がんセンター★

全県及び駿東田方
医療日

県拠点病院業務全般

②順天堂大学医学
部附属静岡病院

駿東田方、賀茂及
び熱海伊東医療圏

賀茂圏域及び熱海伊東日域にお
ける地域拠点病院業務

③沼津市立病院 駿東田方及び熱海
伊東医療圏

病診連携などの地域連携の中心

′、 「
｀
]¬、
ン
1

ヽ
ヽヽ .

④

⑤

集学的治療が実施可能で指定
要件を満たす病院がないため、
隣接する駿東田方医療日の拠
点病院との連携により対応

医療圏内に指定要件を満たす病院はない
が、医療圏内にある集学的治療が実施で
きる複数の医療機関を受診するほか、一

部が隣接する医療日の拠点病院を受診

静岡県 平成 21年 4月 1日現在の指定状況と患者受療動向等  
料 1

①静岡県立静岡がんセンター★ (平成18年 8月 24日 )
②順天堂大学医学部附属静岡病院 (平成19年 1月 31日 )
③沼津市立病院 (平成19年 1月 31日 )
④静岡県立総合病院 (平成20年 2月 8日 )
⑤静岡市立静岡病院 (平成19年 1月 31日 )
⑥藤枝市立総合病院 (平成19年 1月 31日 )
②聖隷三方原病院 (平成20年 2月 8日 )
③聖隷浜松病院 (平成20年 2月 8日 )
⑨浜松医科大学医学部附属病院 (平成19年 1月 31日 )
⑩県西部浜松医療センター (平成19年 1月 31日 )

地域医療の中核を担う公立病院の医師不足
に伴い、一部が隣接する医療圏等を受診

熱海伊東医療圏

(空白の医療圏)

中東遠医療圏 (空 自の医療圏 )

医療圏内で機能分担や連携強化を
図つているが、著しい医師不足のた
め、西部医療圏への依存度が高い

過去申請時の機能分担

⑦聖隷三方原病院 地域拠点病院業務全般

医療圏の中心部 地域拠点病院業務全般

⑨浜松医科大学
医学部F・f属病院

西部及び中東遠
医療日

・人材養成の中心
・中東遠圏域における

地域拠点業務全般

⑩県西部浜松医療
センター

医師会病院として発足した経
緯から地域連携の中心

病院名 地域分担 過去申請時の機能分担

④静岡県立総合病院
医療圏の北部、

東部
①に次ぐ基幹的位置付け

⑤静岡市立静岡病院 医療圏の南部
地元医師会とのオープンシ
ステムによる地域連携の中
′い



※()内は平成20年 10月 末提出の数値、下段は平成21年 10月末提出の数値 ※申請区分は資料3の作成要領を参照のこと
※一枚につき11病院を超える場合には、2枚にわたって表を作成してください。

囲

年間新
入院が
ん患者
数(1月
～12
月)

年間
新入
院患
者数
:こ占
める
がん
患者
の割
合
(%)

性
瘍
術
数

悪
題
手
総

肺がん
胃がん手
術
大臓が
ん手術
肝臓がん 乳がん

年間摩者実
数

(1月 ～12月〕

薬物療法のベ

患者数

‐ 側
ケア
テー
ムに

対す
る新
規診
療依
頼数
(0～フ

月の
E■卜ヽ

相談支
援セン

ター相
談件数
〈6～ 7

月の集
計)

院
共
指

退
時

同

(6～ 1

月の

集BI)

陶腔廿“
醜
鮮
制
剛
齢
‐ＥＭＲ
，

開
腹

手
術

内
視
鏡
手
術

::●

乳房再
建術
(乳房
切除
後)二
期的に

行うも
の

■虐 日

手備
一備一手 射 解

療
者数 者数

★
更新 "岡

県 ユ 静 国 か A
ヒンター

11.319〕

11.791

1930,

987
０７

“

●

２

４６

∞

０

０ 28
０

‐７

０

０

(1,500

1762
:2,450〕

2553
(138)
142
1.982
2048

０

０

更新
瞑入塁入子医デ固
‖E“翻壼諄

(1,498)

1895
０
‐２６

(1)

1 1

‐６

ｎ

(4, ０

０

(177)

259
０
蜘

(164)

221

０

‐４

(107)

155

０

０

更新 召津市立病院
(1,387)

1535
12 1 (314)

276
狙
７０
ω
型

更新 い岡県立総合病陽
(5,652,

5641
1382:

386
( 1 )

2

15,

16

1
２７

８

０

５

Ｏ

ｏ

‐８

８

(214)

156

０

０ の
３３７

tO,

1

更新 浄岡市立静岡病齢
(1,225)

1501
10.7)

132
1

０

０

０

４２

(1)

1

(229) (262)

125
(222)

157

０

０

更新 庫枝市立総合病院
(2,049)

2007
187) ω
‐‐６

Ｏ

ｎ

０

‐．

(1)

1

０

０
観
２０５

０

０
ω
‐７６

(158)

189

更新 霊隷三方原病院
(3,234) (155)

130

‐Ｏ

ｏ

０

３

０

‐６

(178)

161

(166)
195

更新 巴練浜松病院
(3,860)

3971
(179)

192
(14) ０

０

〔
ψ

，

０

３

０

０

(431)

7nA
(274)

772
(331)

1144

更新
民松医科大学医学
F附属病院

(1,907)

2521 263

は

０

０

７

０

１０
⑩
２３‐
⑩
僣
(164)

177

(571)

'4,

０

１０

(187)

i41

０

３

1( 更新
1西部浜松医療セ
′ター

(2.424)

2181
(118)

128

０

０

(12,

19

1 E ５３

９４

(315)

n● 5 ⑫
２‐６

: 新規 目田市立総合病

"

(2.022)
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①静岡県立静岡がんセンター★ (更新)
②順天堂大学医学部附属静岡病院 (更新)
③沼津市立病院 (更新)
④静岡県立総合病院 (更新)
⑤静岡市立静岡病院 (更新)
⑥藤枝市立総合病院 (更新)
⑦聖隷三方原病院 (更新)
③聖隷浜松病院 (更新)
⑨浜松医科大学医学部附属病院 (更新)
⑩県西部浜松医療センター (更新)
①磐田市立総合病院 (新規)
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病院名 地域分担 機能分担

①中岡県立静岡
がんセンター★ ①が県東部を中心に県全

域をカバーするほか、
3病院で駿東田方、賀茂
及び熱海伊東医療日にお
ける連携体制の充実・強
化を図る。

県拠点病院機能全般
県全体の医療連携

②順天堂大学医学
部附属静岡病院 主に伊豆地域の医療連携

③沼津市立病院 主に駿東地域の医療連携

――

―

　

　

′

メ
彙
Ｉ

集学的治療が実施できる医療機関を中
心とした連携体制の充実。強化を図るが、
隣接する医療日に一部が受診

⑥を含む医療圏内の医療機関による
連携体制の充実・強化を図るが、隣
接する医療圏等に一部が受診

①を中心に医療圏内の受け入れ
体制の充実・強化を図るが、当
面、西部医療日に一定数が受診

⑦

ヽ

―

―

―

＞

―

―

―

ノ

集学的治療が実施できる医療
機関がないため、引き続き、
隣接する駿東田方医療日の拠
点病院との連携対応体制の充
実・強化により対応

病院名 地域分担 機能分担 部位別その他機能

⑦聖隷三方原病院 北部～北西部 緩和ケア
腸
援
大
支
ヽ
談
肺
相

③聖隷浜松病院 中部～南東部 集学的治療
胃、乳、大腸
臨床試験

⑨浜松医科大学
医学部附属病院

東部～北東部 人材育成
胃、肝
県内唯―の医学部

⑩県西部浜松医療
センター

西部～南西部 地域連携
肺、乳、先端技術
オープンシステム

病院名 地域分担 機能分担

④静岡県立総合病院
中心部～北部

隣接医療日の一部
集学的治療

⑤静岡市立静岡病院 中心部～南部
地域連携、共同診療、
情報提供
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1 静岡県における平成 22年度の指定推薦の考え方等
平成21年 2月 3日開催の第5回がん診療連携拠点病院の指定に関する検討会資料「新要件に基づくがん診療連携拠点病院の指定の考え方」
に基づき、県内の医療機関における指定要件の充足状況等を確認の上、指定推薦する医療機関について静岡県がん対策推進協議会の了承を得た。

指定要件の充足状況及び指定推薦する医療機関数
1)指定要件の充足状況
・本県に
・既指定の 10病院はいずれも指定要件を充足
・さらに、志太榛原医療日に位置する1病院が新たに指定要件を充足したため、県内では 12病院が指定要件を充足
(2)指定推薦する医療機関数
指定推薦の考え方に基づき、 2病院が指定要件を充足した志太榛原医療日からは既指定の1病院のみを指定推薦(更新)することとし、残る既指定
の9病院及び中東遠医療日で新たに指定要件を充足した1病院の計11病院を推定推薦する。

2次医療日名 賀茂
熱海
伊東

東
方
駿
田 富 士 静 岡

志太
榛原

中東還 西部 計

指定要件充足数 (う ち新規) 0 3(0) 0 2(0) 1 4(0) 12(2)

指定推薦数 (う ち新規) 0 3(0) 0 2(0) :(0) | 4(0)

(2)地域連携クリティカルバスの活用によるがん医療の提供体制の充実
地域連携クリティカルバスを活用している医療日のノウハウを全県
で共有し、身近なかかりつけの医療機関からがん診療連携拠点病院ま
での連携体制を強化し、がん医療の提供体制をさらに充実させる。

拠点病院紹介・受入件数合計
今回指定推薦11病院の実績  静岡医療圏並みに強化
延べ26.980件     → 延べ63,943件 (24倍 )
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4  2次 医療圏 を超 える数の医療機関 を指定推薦する理由に関す る参考資料
(1)静岡医療圏における「静岡がん診療地域連携協議会 (s net)」 による2人主治医制に
よる病診連携 (イ ーツー (医 2)ネ ット)の概要及び効果

「イーツー (医 2)ネ ット」を活用した地域連携

静同医療日の 2病院
受入 平均 3.181件 (35倍 )
紹介 平均 2,632件 (33倍 )

指定推薦する他の 9病院
受入 平均 907件
紹介 平均 799件

検査・入院＼
~′‐“  / 往診等

(2)西部医療圏における「緩和ケア普及のための地域介入研究(OPTID」 の概要及び効果
・国の第 3次対がん総合戦略研究における平成20年度から3年間のアウトカム研究
・総合病院 (地域がん診療連携拠点病院)を 中心とした緩和ケアの地域モデル
(他の介入地域 :がん専門病院が中心の地域、医師会が中心の地域、未整備の地域)
・研究内容は、西部医療圏の 4つの地域がん診療連携拠点病院で構成された
「静岡県西部がん診療連携拠点病院協議会」(※ )において協議
※ 本県における緩和ケア医師研修 (単位型プログラム)の原案、教材も作成
・参加者 (171施設・378名 )の 9割以上が「役立つJと評価

3 2次 医療圏 を超える数の医療機関を指定推薦す る理 由
「静岡県がん対策推進計画」の全体目標である「がんによる死亡者数
の減少」を達成するため、がん医療の分野では、推薦する 11病院が牽
引役となって、以下の項目を重点的に強化していく必要がある。

(1)専門的ながん医療の提供体制の確保によるがんの治療成績の向上
国の整備指針に基づく集学的治療、緩和ケア等の提供体制が確保さ
れた医療機関におけるがん患者の治療割合を高めることにより、がん
の治療成績を向上させる。

既指定10病院   →  今回指定推薦11病院
計3,638人 (368%)    計3.869人 (3910/0)

(3)治療の初期段階からの緩和ケアの提供
国の目標である「すべてのがん診療に携わる医師の緩和ケアに関する
基本的な知識の習得」を達成することで、治療早期から質の高い緩和ケ
アの提供体制を確保し、がん患者の療養生活の質を向上を図る。

がん診療に携わる県内医師数 :少なくとも3,674人
(5大がんを診療する主な診療科の医師数 :平成20年医師・

歯科医師・薬剤師調査)
250人 (今回指定推薦11病院の実績)X年 2回 ×5年
=2,500人 <3,674人 (最低約15倍の実績が必要)

(4)標準的な院内がん登録に基づく指標を活用したがん対策の推進
がん診療連携拠点病院によるがん登録のデータを活用して、限られた
医療提供体制においてもできるだけ効果の高いがん対策を推進

院内がん登録件数 (県外患者を除く)
既指定10病院 → 今回指定推薦‖病院
言+13,46044        言+14,071響牛 (+611ヤキ、 4 30/0)
(比較)複数指定の医療口でそれぞれ1病院を減じた場合
東部医療圏   静岡医療圏    西部医療圏
-985件 (-73%)-1,203件 (-890/0)1,234件 (-92%)

「静岡県がん対策推進計画」
全体目標 :がんによる死亡者数の減少

がん医療体制の整備と
がん患者の療養生活の質の向上

静岡県がん診療連携協議会

静岡県医師会

静岡県病院協会

がん患者団体代表

静岡県厚生部

都道府県がん診療連携拠点病院
(国指定)

地域がん診療連携拠点病院
(国指定)

静岡県地域がん診療連携推進病院
(県指定)

がん相談支援センター

(県指定)
※拠点病院・推進病院の未整備
医療日(賀茂・熱海伊東)に整備

4病院を中心とした共同研究の成果は
全国のがん緩和ケア普及に貢献

内容 :講義及びディスカッション

平成 20年度実績 :参加者 1,300名 (10回 )
②合同カンフアレンス・合同往診
対象 :緩和ケア専門家がいない診療所等
平成20年度実績 :開催回数 12回 /年
③啓発活動
内容 :ポスター・ リーフレット等配布
平成 20年度実績 :配布先 282施設 (行政、医療福祉施設等)
④連携会議
内容 :多職種によるグループ構成 (フ ォーカスグループ)
平成 20年度実績 :参加者 308名 (3回 )
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資料 1

4月 1日現在の指定状況と患者受療動向

①県立医科大学病院★ (平成19年 1月 31日 )
②坪井病院 (平成20年 2月 8日 )
③太田西ノ内病院 (平成19年 1月 31日 )
④総合南東北病院 (平成20年 2月 8日 )
⑤竹田綜合病院病院 (平成19年 1月 31日 )
⑥会津中央病院 (平成20年 2月 8日 )
⑦福島労災病院 (平成20年 2月 8日 )

県中医療圏は人口最多の中核的医療圏で、②～④病院
はがん医療に関しそれぞれ特有の高度機能を有する。
県内で最もがん診療体制が充実した医療圏であり、相
双医療圏のがん医療をカバーするとともに、県の中央
部に位置し交通網が発達しているため、隣接する複数
医療圏のがん患者の通院圏域となつている。

県北医療圏では、①病院が都道
府県拠点病院として県内全体の
高度医療を必要とするがん患者
を、大原綜合病院 (平成20年度
末に辞退)が県北の一般がん患
者を受け持つてきたが、平成20
年度末以降は、一部は県中医療
圏の②～④の病院に依存せざる
を得ない状況である。

会津医療圏は、広大
な面積を有する上に、
他圏域との境に山脈
が連なり、過疎中山
間地域を抱え、豪雪
地帯となつているた
め、南会津圏域を含
めたがん医療を完結
するためには、⑤、
⑥の2拠点病院を維
持する必要がある。

相双医療圏は南北に長く広
い地域であり、拠点病院の
空白地域のため、がん患者
の医療は北部は県北①病院、
中南部は県中②～④病院、
いわき⑦病院が力′ヽ一して
いる。

いわき医療圏

南会津医療圏は拠点病院の空白
地域のため、がん患者の医療は、
会津⑤、⑥病院がカバーしてぃ
る。地理的に、会津以外の医療
日の拠点病院の受診は困難。

県南医療圏
(空自の医療圏)



※()内は平成20年 10月 末提出の数値、下段は平成21年 10月末提出の数値 ※申請区分は資料3の作成要領を参照のこと
※一枚につき11病院を超える場合には、2枚にわたつて表を作成してください。
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福島県 平成22年度の指定推薦等状況と想定される患者受療夢喜
亘∃

①医大附属病院★  (更新)
②坪井病院    (更新)
③太田西ノ内病院  (更新)
④総合南東北病院  (更新)
⑤竹田綜合病院  (更新)
⑥会津中央病院  (更新)
⑦福島労災病院  (更新)
③白河厚生総合病院 (新規)
⑨磐城共立病院  (新規)
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県北医療圏に住むがん患者は、①の病院が受け持つて
いるが、相双医療圏の北部の患者等も受療しており、
また、都道府県がん診療連携拠点病院の役割も果たす
ことを考慮すると、①の病院の負担が大きい。

相双医療圏は依然と

して拠点病院の空白

地域であり、この圏

域のがん医療は他圏

域の拠点病院に依存
しなければならない。

しかし、地理的に不

便な県中医療圏への

入通院を減らす対策
が必要。

最多人口の県中医療圏では、②
～④拠点病院が圏域内の多くの
がん患者の医療を担うとともに、
新たに県北圏域、依然として県
南圏域のがん医療をカバーしな
ければならない。また、各々の

拠点病院が有する放射線治療等
高度医療機能は全県的に利用さ
れており、3拠点病院において

「がん診療連携フォーラム」を
設置し、役割分担をしながら、が
ん診療に対応している。 相双医療圏 (空自の医療圏 )

会津医療圏
いわき医療圏に住むがん患
者の受入体制を強化し、さ
らに相双医療圏の特に南部
のがん患者の医療を一層カ
バーするため、また茨城県
のがん患者の通院圏域であ
ることから、新たに⑨病院
の指定が必要である。

会津医療圏のがん医

療を確保し、南会津

医療圏のがん医療を
カバーするために、

引き続き⑤、⑥の2
拠点病院体制を維持
する必要がある。

南会津医療圏は依然として

拠点病院の空白地域である

ため、がん医療については

引き続き、会津医療圏の⑤、
⑥拠点病院で力′ヽ一する必

空白医療圏であつたため、県中医療圏域の拠

点病院がこの圏域のがん医療をカバーしてい

たが、新たに③病院を拠点病院として整備す
ることにより、当該圏域内のがん医療を確保
するとともに、県中医療圏および栃木県のが
ん患者の通院圏域として機能する必要がある。



資料 4-1
福島県におけるがん診療連携拠点病院の指定推薦について

○今般申請 している9病院は、平成 19年度に策定した「第 5次福島県医療計画」
において、集学的治療が可能であるなど専門的ながん診療を行う医療機関として
位置付けられている。

○本県には、現在、 7つのがん診療連携拠点病院 (20年度末までは8病院であった
が、1病院が辞退)が存在するが、がん診療連携拠点病院が存在しない二次医療
圏が存在すること、専門医等の確保が困難な状況が続いていることから、空白医
療圏を中心に更なるがん診療連携拠点病院の整備を促進し、連携して包括的なが
ん医療の確保を図る必要がある。

○「福島県地域がん医療検討会」において総合的に検討した結果、広大な面積を有
する本県において、がんに罹患しても入院 口在宅医療や回復 。長期療養等、必要
とするがん保健医療福祉サービスを適宜包括的に受けることが可能で、安心 して
生活を送ることができるよう、下記の理由から、今股申請のあった9箇所すべて
を指定推薦することが妥当との結論に達した。
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資料 4-2
福島県におけるがん診療連携拠点病院の指定推薦について

1 これまで空白医療圏であった県南医療圏から新たな申請があった福島県厚
生農業協同組合連合会白河厚生総合病院は是非推薦すべきであること'。

2 県中圏域、会津圏域に加え、いわき圏域に複数のがん診療連携拠点病院を
整備し、未だ空白圏域となっている相双圏域と南会津圏域をカバーするととも
に、新たに県北圏域の一部をカバーする体制を整備することにより、引き続き
都道府県がん診療連携拠点病院機能を担うべき福島県立医科大学附属病院に地
域がん診療連携拠点病院の指導や関係者の研修機能等をす層発揮してもらう必
要があること。

3 広大かつ中山間地域が多い等地理的特性を有する県内のがん医療の均てん
化を図るには、9拠点病院が得意とする診療範囲・診療技術を最大限に活用す
るとともに、9拠点病院の緊密な連携により役割分担を図りながら、治療の初
期段階からの緩和ケア推進、地域連携クリティカルパス導入促進、地域がん登
録等情報の収集 口分析 3がん診療評価を行うためのシステム構築などを行うベ
きであること。
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資米斗1

平成 21年 4月 1日 現在の指定状況と患者受療動向

県9

栃木県

①栃木県立がんセンター★
(平成19年 1月 31日 )

②栃木県済生会宇都宮病院
(平成19年 1月 31日 )

③自治医科大学附属病院
(平成19年 1月 31日 )

④獨協医科大学病院
(平成19年 1月 31日 )

⑤大田原赤十字病院
(平成19年 1月 31日 )

⑥佐野厚生総合病院
(平成19年 1月 31日 )

県北医療圏

県西医療圏
(空自の医療圏)

県西医療圏に住むがん

患者は、県東・央医療
圏及び県南医療圏ヘ

受診するため、主に②
及び④の病院がカバー
する。



※()内は平成20年 10月末提出の数値、下段は平成21年 10月末提出の数値 ※申請区分は資料3の作成要領を参照のこと
※一枚につき11病院を超える場合には、2枚にわたって表を作成してください。
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栃木県 平成22年度の指定推薦等状況と想定される患者受療

①栃木県立がんセンター★(更新)
②栃木県済生会宇都宮病院(更新)
③自治医科大学附属病院(吏新)
④獨協医科大学病院(更新)
⑤大田原赤十字病院(辞退)
⑥佐野厚生総合病院(更新)
⑦足利赤十字病院(新規)
③上都賀総合病院(新規)

空自の医療圏であったため、④が主
としてがん診療をカバーしていたが、
平成22年度から③がカバーする体
制が整備されている。なお、患者の
受診動向から、引き続き④もその一
部をカバーする。

県北医療圏
(空白の医療日)

県Jヒ医療圏に住むがん患者
につぃては①が受入れる体
制を整備している。

⑥は両毛医療圏の佐野地区及
び県南医療圏の西部地区をカ
バーし、⑦は両毛医療圏の足
利地区及び群馬県の東部をカ
バーする。

蹴
潟

輩鋸留撃鶉 裁握彊鷺鷹磐

書藁甑認瀧観鷺闇懲lンLつ肝



栃木県 指定推薦等に係る考え方について
1 交通事情及び人口規模等から県内に7～ 8箇所の拠点病院が必要
本県の状況は、地理的に県内外からの交通アクセスが良く、県内の医療機関には医療圏域や県域を越えてがん患者が受診してい

る。しかし、人口規模が同じ200万人程度の他県と比較すると、1医療圏当たり及び1拠点病院当たりの人口が平均を大きく上回って
おり、がん医療の均てん化を推進するためには、人口25～ 30万人当たりの圏域に1箇所、すなわち県全体で7～ 8箇所の拠点病院
が必要である。

2.都道府県拠点病院・特定機能病院・地域拠点病院による重層的な整備と効果 (男1紙参照)
都道府県拠点病院及び特定機能病院による全県的な機能 (がん診療に携わる医療従事者の育成、がん専門医の派遣、高度先進医
療の提供、がん治療の研究等)や、地域拠点病院による地域レベルの機能 (地域におけるがん医療の提供、放射線療法及び化学療
法の推進、緩和ケアの推進等)を重層的に整備し、相互の連携の下でその機能を効果的に発揮することによりがん医療水準の向上、
患者に密接したがん医療等を充実させることができる。
(主な効果 )

①がん医療の均てん化の推進及びがん医療の質の向上(がんによる死亡者数の減少 Ḧ29年度までに20%減少)
②地域との連携強化(地域連携クリティカルバスの整備等 H24年度までに8病院)
③緩和ケアの充実 (緩和ケア研修会を修了した医師 Ḧ24年度までに1,000人 )
④患者及び家族に対する支援(拠点病院を中心としたネットワークの構築や相談。支援センターの充実・強化)
⑤がん登録事業の一層の推進(DCO割合 H24年度までに25%以下)

3各圏域を担当する拠点病院 (男 1紙参照)
①県東・央医療圏 :本県の人口の1/3を有する医療圏。患者の受療動向や交通アクセス等から、従来どおり都道府県拠点病院である
県立がんセンター及び地域拠点病院である済生会宇都宮病院が担当。
②県南医療圏 :人口密度が県内で一番高い医療圏。患者の受療動向や交通アクセス等から、従来どおり特定機能病院として2つの大
学病院(自治医科大学附属病院・獨協医科大学病院)が担当。
③県北医療圏 :指定を受けていた大田原赤十字病院が指定要件を具備せず、今回、拠点病院として推薦しないこととなつたが、患者
の受療動向及び交通アクセス等から県立がんセンターがカバー。
④県西医療圏 :医療圏の面積が一番広く、過疎地域を包含している医療圏。地域との連携体制が整っていること及びへき地診療を実
施していること等から新たに上部賀総合病院が担当。
⑤両毛医療圏 :群馬県と隣接しており交通アクセスも良いことから生活圏が栃木県を超えて構成されている医療圏。従来より指定を受
けている佐野厚生総合病院及び新たに足利赤十字病院が担当するが、佐野厚生総合病院については地域に密着した在宅患者支
援及び合併症や複雑な病態の患者に対応することができ、足利赤十字病院については県域を越えた広域的な患者及び救急医療が
必要な患者に対応することができる等、医療機関の役害1分担がなされている。

4がん患者や家族代表等を構成員とする検討会により推薦病院を決定
今回の拠点病院の選考にあたり、臨床医はもとより学識経験者やがん患者・家族の代表等で構成する「栃木県がん総合対策検討
会」に諮つた上で、国に推薦する病院を決定した。
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【別紙】 栃木県のがん診療連携体制

◇拠点病院間の調整

◇難治性がんの治療

◇がん専門医等の人材育成

◇がん登録の推進 ◇研修
◇高度先進医療の提供

◇治験・研究 など

都道府県がん診療連携拠点病院 特定機能病院

連携・補完

(研修・研究等 )

(県東・央/県北 )
・がん診療連携協議会の運営
・高度医療の提供、特殊検査等の支援
・がん専門看護師の養成

・地域がん登録の収集、解析

・緩和ケアの推進  など

自治医科大学附属病院

獨協医科大学病院
・小児がん 。がん専門医の養成及び派遣

・がん医療に携わる従事者研修
・先進医療の提供、特殊検査等の支援
・治験・臨床研究の推進 など

(セカンドオピニオン・医療連携 )

地域がん診療連携拠点病院

◇がんの治療  ◇放射線治療・化学療法・緩和ケアの推進
◇地域医療機関等との連携  ◇がん登録の実施 など

栃木県済生会宇都宮病院 (県東・央 )
O胃・大腸・乳がん

O放射線治療、緩和ケア

○救急医療が必要な重症患者への支援体制

自治医科大学附属病院 (県南 /県東・央
05大がん/子宮・,p巣・膀眺・′jヽ児
○放射線療法、外来化学療法・緩和ケア

O広域的な患者対応 (茨城県からの患者25%)

獨 協医科大学病院 (県南 /県西 )
05大がん/膀眺・皮膚・4ヽ児
O放射線療法、外来化学療法
○病理診断、検査体制

上都賀総合病院 (県西 )
O胃・大腸・泌尿器がん

○地域連携(上都賀都市地域連携事業、パス)

0へき地診療

佐野厚生総合病院 (両毛/県南 )
○胃・大腸・ラLがん

○外来化学療法、緩和ケア

○地域連携、在宅患者支援

足利赤十字病院 (両毛 )

05大がん/泌尿器がん
O救急医療が必要な重症患者への支援体制
O広域的な患者対応(群馬県からの患者1

地域の医療機関。在宅療養施設など
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東京者F 平成 21年 4月 可日現在の指定状況と患者受療
:l鏃 び①崩 じ多摩南部砒 部

・西部観 当 〕 :

: 北多摩北部及び北多摩西部は、空白医療  :
: 圏であり、また、北多摩南部への患者流  :
入があるため、北多摩南部・北部・西部  :
の3圏域を①及び①の2病 院でカバーする。 :

⑨及び⑩が区西北部を担当 ¬ :

: l  ④が区東北部を担当  〕 :

: 区東北部の患者の多くは、区
: 中央部へ受診するため、④の

圏域内人口 (約 185万 人 )、 医  :
療機関数 (1,700施 設)と もに  :
最も多いため、⑨及び⑩の  :
病院が連携をしながら区西北 :
部をカバーする。      :

病院がカバーする。

北多摩北部

(空 白医療圏)

北多摩西部

(空 白医療圏)

区東部 、
(空 白医療日 )

北多摩南部

①東京都立駒込病院★
②癌研究会有明病院★
③東京大学医学部附属病院
④ 日本医科大学付属病院
⑤聖路加国際病院
⑥ NTT東 日本関東病院
⑦ 日本赤十字社医療センター

(平 成20年 2月 8日 )

(平 成20年 2月 8日 )
(平 成20年 2月 8日 )

(平 成20年 2月 8日 )

(平 成20年 2月 8日 )

(平 成20年 2月 8日 )
(平 成20年 2月 8日 )

③ 東京女子医科大学病院
⑨ 日本大学医学部附属板橋病院
⑩ 帝京大学医学部附属病院
① 青梅市立総合病院
⑫ 東京医科大学八王子医療センター

⑬ 武蔵野赤十字病院
① 杏林大学医学部付属病院

(平 成20年 2月 8日 )

(平 成20年 2月 8日 )
(平 成20年 2月 8日 )
(平 成20年 2月 8日 )
(平 成20年 2月 8日 )

(平 成20年 2月 8日 )
(平 成20年 2月 8日 )
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東京都 平成22年度の指定推薦等状況と想定される患者受療鰈

二次医療圏を単位としたがん医療連携を基本としつつ、都内共通の地域連携パス (本年 2月 から5大がんの地域連携パ
ス試行版を運用)を活用するなどして、力のある病院を中心に圏域を越えた網目状のネットワークを構築し、都全域に
おけるがん医療水準の向上を図つていく。

:  ⑬及び⑭が北多摩南部・北部・西部却 当 ::l⑨及」⑩が区EJL部観 当 |

:

北多摩北部及び北多摩西部は、空白医療
圏であり、また、北多摩南部への患者流
入があるため、北多摩南部・北部 。西部
の3日域を⑬及び⑭の2病院でカバーする。

:: 圏域内人口 (約 185万人)、 医
::黒灘闘翁お晃:譜畠廻LE:: 僚機関致 (1.′00施設,と も!
:: 最も多いため、⑨及び⑩の:: 最も多いため、0及 びQlpの
:: 病院が連携をしながら区西北
部をカバーする。

:・

・・

芦
=た

赫 機 妻 轟 轟 韮 蒼
==1・

・・・

:

区東北部の患者の多くは、区  :
中央部へ受診するため、④の  :
病院がカバーする。

⑤が区東部を担当 :
区東部の患者の多く :

匝 ∃ ①

は、区中央部へ受診 :

するため、⑤の病院 :

がカバーする。

II:51言 毒:l【[8:ll[塚  :
各々の特長を活かし連携することによ ::
り、区南部を中心としたがん医療の充  ::

u①が区南部alB当 ③及び⑮が区中央部tlB当

区中央部は、都内外から多くのがん
患者が流入している (流入割合82.31)。
③及び⑮の連携により、高度な放射
線治療の提供、がん専門医の養成、
相談支援の充実等、他県を含め広域
的ながん医療の向上を図る。実を国る。: 夭 て 凶 0。               ::

(空 白医療圏)
北多摩北部

北多摩西部

北多摩南部

他県から
の流入

東京都立駒込病院★
癌研究会有明病院★
東京大学医学部附属病院
日本医科大学付属病院
聖路加国際病院
NTT東 日本関東病院
日本赤十字社医療センター
東京女子医科大学病院
日本大学医学部附属板橋病院
帝京大学医学部附属病院
青梅市立総合病院
東京医科大学八王子医療センター
武蔵野赤十字病院
杏林大学医学部付属病院
順天堂大学医学部附属順天堂医院
昭和大学病院

新
新
新
新
新
新
新
新
新
新
新
新
新
新
規
規

更
更
更
更
更
更
更
更
更
更
更
更
更
更
新
新

資料 4

他道府県からの患者流入割合が約40%

○拠点病院のがん患者
のうち約4割が他県
からの流入患者
(主に埼玉、神奈川、
千葉)

ヤ

都内の拠点病院は、他
県のがん患者・がん医
療をも支えている

拠点病院におけるがん患者の
診断時居住都道府県

国
”

二次医療圏を越えた受療動向

○ 全国最多の医療機関数、
交通網の発達
⇒ 医療機関の診療圏域
が交錯

○特に、区中央部において
は、約8割が他圏域から
の患者

区中央部のがん患者流入割合

他県意者含む)

L O都内共通の地域連携パスの整備         |

軋:::ili][:41i慰怖
0都における拠点病院の充実
0人口、患者の受療動向など、
都の地域特性を踏まえ、
⇒ 都道府県拠点2病院、
地域拠点14病院 を推薦

都の人口・がん患者数は全国的に突出

○ 都の人口約1.300万人
○ 都民の総がん患者数 約13万5千人

○ 医療圏の平均人口 約97万人
⇒全国平均 (約37万人)の約2.6倍
⇒人口規模が100万人を越える医療圏 :

区西北部 (約 185万人)、 区南部 (約 105万人 )、
区西南部 (約 134万人)など、7医療圏



15 新 潟
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資料 1

平成 21年 4月 可日現在の岬定状況と患者受療動向

県

新潟県

佐渡医療圏
(空自の医療圏 )

1 
中越医療圏

 |′
,

県央医療圏に住むがん患者
は、新潟医療圏及び中越医
療圏へ受診するため、新潟
の3病院及び中越の2病院
でカバーする。

①県立がんセンター新潟病院★(平成19年 1月 31日 )
②県立新発田病院(平成20年 2月 8日 )
③新潟大学医歯学総合病院(平成19年 1月 31日 )
④新潟市民病院(平成18年 8月 24日 )
⑤長岡赤十字病院(平成18年8月 24日 )
⑥長岡中央綜合病院(平成18年8月 24日 )
⑦県立中央病院(平成18年 8月 24日 )
③新潟労災病院(平成20年 2月 8日 )

面

佐渡医療圏に住むがん患
者は、新潟医療圏へ受診
するため、新潟の3病院
でカバーする。

県央医療圏
(空自の医療圏 )

魚沼医療圏に住むがん患者は、

中越医療圏及び上越医療圏ヘ

受診するため、中越の2病院及
び上越の2病院でカバーする。

魚沼医療圏
(空自の医療圏 )



※()内は平成20年 10月 末提出の数値、下段は平成21年 10月 末提出の数値 ※申請区分は資料3の作成要領を参照のこと
※一枚につき11病院を超える場合には、2枚にわたって表を作成してください。

新潟県 平成22年度の指定推薦等状況と想定される患者受療
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佐渡医療圏に住むがん患

者は、新潟医療圏へ受診

するため、新潟の4病院
でカバーする。

/

η

／

1 
中越医療圏
 レ

．ｌ
ｒ

ノ

‐
、

県央医療圏に住むがん患
者は、新潟医療圏及び中越
医療圏へ受診するため、新
潟の4病院及び中越の2病
院でカバーする。県央医療圏

(空自の医療圏)

魚沼医療圏に住むがん患者は、
中越医療圏及び上越医療圏ヘ

受診するため、中越の2病院及
び上越の2病院でカバーする。

魚沼医療圏
(空自の医療圏 )

①県立がんセンター新潟病院★(更新)
②県立新発田病院(更新)
③新潟大学医歯学総合病院(更新)
④新潟市民病院(更新)
⑤長岡赤十字病院(更新)
⑥長岡中央綜合病院(更新)
⑦県立中央病院(更新)
③新潟労災病院(更新)
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【患者の受療動向】

新潟県 指定推薦等に係る考え方

下越

加前)新
潟

中越

上越

lo     15
(単位 :病院 )

医療提供体制、相談支援等の充実

【医療日別の人口】        l

600  800 1,000

(単位 :千人)

○ 当県の人口は、新潟医療日に集中しています(県全体の約39%)。 また、新潟圏域内の医療機関を受診する患者の

うち、約28%が他圏域に居住する患者であり、患者の流入が非常に多くなつています。
O空 白医療圏である県央・魚沼・佐渡の患者は、隣接医療圏の医療機関を受診する傾向にあります。

2連携協力体制等の一層の推進     、
【1拠点病院あたりの病院数】 【1拠点病院あたりのがん診療に携わる医師数】

病院数、医師数が新潟医療圏の医療機関に集中しています。

4指定要件(原則)を満たしていない病院
(1)病 院 名 長岡中央綜合病院
(2)未充足項目 放射線治療に携わる専門的な知識及び技能を有する専従又は専任医師の配置(厘皿常勤)
(3)充足状況等 現在、医師を4名配置し、問題なく医療を提供しているが、いずれも非常勤医師である。当該

病院としては、今後とも早期の常勤化を目指して新潟大学に働きかけを行つていくこととしている。
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下越

新潟

中越

上越

新潟医療圏に
1病院増加

患者がより身近な

地域で質の高いが

ん医療を受けられ

るとともに、各病院
の診療機能を生か

した連携体制の構

築及び緩和ケア研

修体制の推進等が
一層図られます。

200     300
(単位 :人 )

3指 定後の新潟県のがん診療体制

連携によるがん医療体制の充実・向上

【全県レベルの機能】

・日本に多いがん以外の力くんに対応

・高度の診断・診療機能

・地域がん診療連携拠点病院との連携による本県の

がん医療体制の充実・向上 (県立がんセンター新潟病院 )

新潟労災病院

(アスベスト疾患センター )

・県内唯―のアスペスト疾患センターを設置し、全県を対応

県立がんセンター新潟病院
(県がん診療連携拠点病院)

・日本に多いがん以外のがんについて、全県的に対

応 (特に、血液がん等では全国有数の診療実績 )

・地域がん診療連携拠点病院との連携

・主に日本に多いがん(肺、胃、肝、大腸、乳がん)に対応

・上記の他、各病院が専門とするがんに対応

・地域のがん診療を担う病院やかかりつけ医との連携の強化

下越医療田

【下越医療圏を1病院で対応】

・日域の基幹的な医療機関

・□域内の医療従事者の研

修の実施等、地域のがん診

療の質の向上に寄与

新潟医療圏

【新潟医療日、県央医療日の一部、佐渡医療口な 病院で対応】

県立がんセンター新潟病院

・定位照射装置、PET等で

高度な医療魯提供
,がん登録の向上に重要な

役割

新潟大学医歯学総合病院

・希少ながんに全県的対応
・放射線療法・化学療法・手
術の全てで高度な治療
・肝疾患診療連携拠点病院

新潟市民病院

・消化器がんへの競視下手

術は県内最多の手術数、手

術の後進育成に中心的役割

・県内病院の緩和ケア体制

整備・普及に指導的役割

済生会新潟第二病院

・肝がんは全国有数の実

績、肝がんに関する研修・

教育等で重要な役割

・サロンの場の提供など、患

者会を積極的に支援

中越医療□

【中越医療日、県央医療□
の一部、魚沼医療日の一部
を2病院で対応】

長岡赤

・肺がん等で高い実績
・患者支援チームによる質の

高いがん医療の提供

長岡中央綜合病院

・連携バス機 備し、協議会で

のパス検討に重要な役割

・がん予防にも尽力

・外来化学療法の充実

上越医療圏

【上越医療日、魚沼医療□
の一部を2病院で対応】

県立中央病院

・上部消化器腫瘍に重点

・隣接圏域も対象に高度な

放射線治療の提供

新潟労災病院

・県内唯一のアスペスト疾
患センター
・我が国に多いがん全ての

連携バスを整備

各病院が、それぞれの得

意分野において他病院と

の連携や指導・普及の取

組を行うことで、県内のが

ん診療の質の向上が図ら
れます。
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資料 1

愛知県 平成 21年 4月 1
尾張中部医療圏

(空自の医療圏)
張中部医療圏の患者は名古屋医療圏へ受診
ることが多いので②の病院でカバーする。尾張北部医療圏

東三河北部医療圏の患者は東三
河南部医療圏へ受診することが
多いので①の病院でカバーする。

尾張東部医療圏

西三河北部医療圏

西三河南部医療圏

知多半島医療圏
(空自の医療圏)

②独立行政法人国立病院機構名古屋医療センター
(平成20年 2月 8日 )

③国立大学法人 名古屋大学医学部附属病院
(平成19年 1月 31日 )

④社会保険中京病院  (平成19年 1月 31日 )
⑤名古屋市立大学病院 (平成20年 2月 8日 )
⑥名古屋第一赤十字病院(平成20年 2月 8日 )
⑦名古屋第二赤十字病院(平成20年 2月 8日 )
③愛知県厚生農業共同組合連合会海南病院

(平成20年 2月 8日 )
⑨公立陶生病院 (平成19年 1月 31日 )
①―宮市立市民病院 (平成19年 1月 31日 )
①小牧市民病院 (平成20年 2月 8日 )
⑫愛知県厚生農業共同組合連合会豊田厚生病院

(平成19年 1月 31日 )
⑬愛知県厚生農業共同組合連合会安城更生病院

(平成20年 2月 8日 )
①豊橋市民病院(平成20年 2月 8日 )

知多半島医療
圏の患者は名
古屋医療圏ヘ

受診すること
が多いので名
古屋南部の④
の病院がカ
バーする。

東三河南部医療圏

日現在の指定状況と患者受療動向

①
零
知県がんセンター中央病院★ (平成19年 ]i31日 )

名古屋医療圏の複数指定

2つの大学病院は、豊富な
人材と高度な診療能力で
都道府県拠点病院を補佐する。
他の4病院は名古屋市を
東西南北の4地域に分割し、
それぞれの得意な分野で、
地域にとどまらず県全体の
がん医療の拠点としての

役割を担う。
また、2つの空白医療圏を
カバーする。



※()内は平成20年 10月 末提出の数値、下段は平成21年 10月 末提出の数値
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愛知県
向
平成 22年度の指定推薦等状況と想定される患者受療動

①愛知県がんセンター中央病院★ (平成19年 1月 31日 )

②独立行政法人国立病院機構名古屋医療センター
(更新 )

③国立大学法人名古屋大学医学部附属病院
(更新 )

④社会保険中京病院  (更新)
⑤名古屋市立大学病院 (更新)
⑥名古屋第一赤十字病院 (更新)
⑦名古屋第二赤十字病院 (更新)
③愛知県厚生農業共同組合連合会海南病院

(更新 )
⑨公立陶生病院 (更新)
⑩―宮市立市民病院   (更新)
①小牧市民病院 (更新)
⑫愛知県厚生農業共同組合連合会豊田厚生病院

(更新)
⑬愛知県厚生農業共同組合連合会安城更生病院

(更新)
⑭豊橋市民病院 (更新)
⑮藤田保健衛生大学病院 (新規)

愛知県のがん診療連携拠点病院の推薦に係る考え方について 資料4-1
隣接医療圏でカバーする場合も含めて全ての2次医療圏に概ね 1か所程度の拠点病院の整備を目標
名古屋医療圏については、周辺医療機関からの患者の受療動向を考慮し、複数整備
尾張東部医療圏については2病院でそれぞれの特徴を活かした機能分担し、がん診療を向上

名古屋医療圏 (人 口が多い。県内全域から患者が集まる。)

■2大学病院・・・都道府県がん診療連携拠点病院を補佐
■他の4病院…・広い名古屋医療圏を東西 南北の4地域に分けた各地域を担当
○この6病院は、その得意 とする分野において全県的な拠点としての役割を果たすことにより、名古屋
医療圏全体として先進的で高度ながん医療が提供できる体制をつくり、県内のがん医療をリー ドして
いくことを目指します。

療圏 (南北に長く、交通面で南北に分断。患者の相互受療なし。)

■既指定病院…・これまでに地域の医療機関と築きあげてきた医療連携をさらに推進
■1,505床の病床を持つ大学病院・口・低侵襲治療の提供、緩和ケア(治療と教育と研究)の推進
さらに都道府県がん診療連携拠点病院を補佐し、その得意とする分野において全県的な拠点の役割
02病院で当該医療圏のがん診療の向上を図ります。

○地域がん診療連携拠点病院の役割を果たし、県内全域で、がん診療の均てん化を実現するための
ネットワークを構築します。 |
あいちのがん診療連携拠点病院の取り組み ・"国の指定要件を上回る目標の設定
・緩和ケア提供体制の充実  (緩和ケアチームに精神腫瘍医を配置、精神腫瘍医の症例検討を実施、緩和ケア病棟で
短期・中期の研修を開催 等)
・がん専門の医療従事者の配置 (日 本放射線腫瘍学会認定医の配置、がん専門薬剤師の配置、外来化学療法室にがん
化学療法認定看護師の配置 等)
・協議会に5部会と相談支援センター会議の設置 (パス部会で「愛知県統一地域連携パス」の開発・整備・運用・普及等)他
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尾張中部医療圏
(空自の医療圏 )

尾張中部医療圏の患者は名古屋医療圏へ受診
することが多いので②の病院でカバーする。

東三河北部医療圏の患者は
東三河南部医療圏へ受診す
ることが多いので⑭の病院で
カバーする。

西三河南部医療圏

知多半島医療圏

(空自の医療圏)

知多半島医療
圏の患者は名
古屋医療圏ヘ

受診すること
が多いので名
古屋南部の④
の病院がカ
バーする。

東三河南部医療圏

⑨は、地域密着型.地域医療機関の相談室への支援を始めとした、
医療連携を推進する。
⑮の大学病院は、名古屋医療国の他の大学病院とともに、県拠点病院
を補佐するとともに、地域のみでなく県全体のがん医療の拠点としての

名古屋医療圏の連携体制
2大学病院は、豊富な
人材と高度な診療能力で
都道府県拠点病院を補佐する。
他の4病院は名古屋医療圏を
東西南北の4地域に分割し、
各地域を担当する。さらに、
上記6病院は、得意な分野で、
地域にとどまらず県全体の
がん医療の拠点としての
役割を担う。
また、2つの空白医療圏を
カバーする。

そ 医



名古屋医療圏の連携体制
資料4-2

尾張東部医療圏の連携体制

化学療法、小児がん の拠点
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北勢保健医療田 ②は県拠点病院として、難治性の高い
がん患者の積極的な受け入れなど、三
重県のがん診療の中心的な役割を果た
している。

`評

´

二重県 平成 21年 4月 1日現在の指定状況と患者受療動

ぽ 各病院における診療実績等の比較について

①二重県立総合医療センター
(平成20年 2月 8日 )

②二重大学医学部附属病院★
(平成 19年 1月 31日 )

③二重中央医療センター
(平成 20年 2月 8日 )

④松阪中央総合病院
(平成 20年 2月 8日 )

⑤山田赤十字病院
(平成 20年 2月 8日 )

年間患者実数
薬物療法のベ

(1月～12   患者数
月)

肺がん 胃がん手術 大
撃鮮
ん 肝臓がん  乳がん

※ ( )内は平成 20年 10月 末提出の数値、下段は平成 21年 10月 末提出の数値
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中勢・伊賀保健医療圏

南勢志摩保健医療圏

東紀州保健医療圏
(空自の医療圏) 東紀州保健医療圏に住むがん

患者は、南勢志摩保健医療圏
へ受診するため、主に④の病
院でカバーする。



北勢保健医療圏

北勢保健医療圏に住むがん患者は、

通院圏域等に応じて、①または⑥
の病院を受診する。
(詳細は資料 4にて説明)

● :・

1:)′

二重県 平成 22年度の指定推薦等状況と想定される患者受

①二重県立総合医療センター (更新)
②二重大学医学部附属病院★ (更新)
③二重中央医療センター (更新)
④松阪中央総合病院 (更新)
⑤山田赤十字病院 (更新)
⑥鈴鹿中央総合病院 (新規)

今回の指定推薦等に係る二重県の考え方について

○県内どこでも質の高い医療を受けることができるよう、がん医療水準の均てん化を推進するため、二重県がん診

療連携拠点病院選定部会ならびに二重県がん対策推進協議会における議論を踏まえ、既に指定されている5病院
の指定更新申請ならびに、北勢保健医療圏に所在する鈴鹿中央総合病院の新規推薦を行う。

02次 医療圏を超える数の医療機関を拠点病院として推薦するにあたつての考え方は以下の通り。

1 がん患者の通院圏域、がん診療連携拠点病院間の機能的役割分担等について

(1)がん患者の通院圏域について (2)病院間の機能的役割分担について

○主な手術の実績 (H216～ 7)

○北勢保健医療圏 (人 口84万人 :三重県人口の45%)

乳がん (手術 )

肺がん(開胸 )

肺がん(胸腔鏡 )

胃がん(内視鏡 )

〇放射線治療、化学療法等について

放射線照射回数

('Lがん :H216～ 7)
化学療法

30(件
)

その他

主な機能

鈴鹿中央

総合病院

県立総合

医療センター

地域医療

支援病院

救命救急

センター

中勢・伊賀保健医療圏

南勢志摩保健医療圏

東紀州保健医療圏

(空自の医療圏 )

東紀州保健医療圏に住むがん

患者は、南勢志摩保健医療圏
へ受診するため、主に④の病
院でカバーする。

入院患者の約 9割、外来患者の
約 8割が四日市市以北の住民

入院・外来患者ともに約 8割が
鈴鹿市又は亀山市の住民



○県内でもがんによる死亡率が高く、二重県人口の45%が住まう北勢保健医療圏のがん診療を充実・強化
させることにより、三重県がん対策戦略プランに掲げる2つの目標に向けた取組を加速させる。

目標 ¬ : 75歳未満の年齢調整死亡率を国平均値よりも10%以上減少させる
目標 2: すべてのがん患者およびその家族の苦痛の軽減並びに療養生活の質の向上

○鈴鹿中央総合病院が新たに拠点病院として指定された場合に、「二重県がん対策戦略プラン」の数値目標を
見直すことについて、二重県がん対策推進協議会において了承済み。

主 な 項 目 旧目標崚う新目標

数 見
値 直
目 す
標 項
を 目

すべてのがん診療連携拠点病院において
・地域連携クリティカルバスの整備
・日本放射線腫瘍学会認定医、日本臨床腫瘍学会がん薬物療法医を配置
。日本看護協会が認定する専門看護師、認定看護師を配置
・緩和ケア外来の実施、医師に対する緩和ケア研修の実施

5病院 6病院

自項
リロロ響煙駈筆脅舗耀野諄野鵠毀島夢離裏滝 な し 120床

な し 6病院

○財政支援等について
・今回新規推薦する鈴鹿中央総合病院を含め、拠点病院の機能強化補助金につき来年度予算要求済み。
・地域連携クリティカルヽ

°
スの円滑な運用に向けた ITネ ットワークの整備について拠点病院を中心に推進中。

○拠点病院として指定された後のフォローァップ等について
・拠点病院指定の効果について、県は通院圏域や病院間の役割分担等を含めフォローァップを行う予定。
・県民が医療機関を選択する際の参考となるよう、がん診療に係る医療資源調査を今年度実施。

5
-58

28 丘
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県



兵庫県 平成21年 4月 1日 現在の指定状況と患者
資料 1

受疲動向

① 県立がんセンター★   (平成19年 1月 31日 )

② 神戸市立医療センター
中央市民病院    (平成19年 1月 31日 )

③ 神戸大学医学部附属病院 (平成19年 1月 31日 )
④ 神戸医療センター   (平成21年 2月 23日 )
⑤ 関西労災病院     (平成19年 1月 31日 )
⑥ 兵庫医科大学病院   (平成20年 2月 8日 )
⑦ 近畿中央病院     (平成19年 1月 31日 )
③ 市立西脇病院     (平 成20年 2月 8日 )
③ 姫路医療センター   (平成19年 1月 31日 )
⑩ 姫路赤十字病院    (平成19年 1月 31日 )
① 赤穂市民病院     (平成19年 1月 31日 )
⑫ 公立豊岡病院     (平成19年 1月 31日 )
⑬ 県立柏原病院     (平成20年 2月 8日 )
⑭ 県立淡路病院     (平成19年 1月 31日 )

※ ()内 は平成20年 10月 末提出の数値、下段は平成21年 10月 末提出の数値

阪神南医療圏については、
東部に住むがん患者は⑤で
西部に住むがん患者は⑥で
カバーする。
全県的役割は、
⑤は中皮腫、乳がん
⑥は大腸がん、血液がん、
中皮腫であり、がんプロの養成
も担う。

但馬医療圏

⑫

医療圏

①

中播磨医療圏については、
東部に住むがん患者は⑨で
西部に住むがん患者は⑩で
カバーする。
全県的役割は、
⑨は肺がん、
⑩は胃がん、大腸がんである。

神戸医療圏については、

東部に住むがん患者は②で
中部に住むがん患者は③で
西部に住むがん患者は④でカバーする。
全県的役割は、
②は血液がん、先端医療、
③は肝がん、高度先進医療、がんプロの養成、
④は胃がん、大腸がんである。

阪神南医療圏
戸医療圏

淡路医療圏
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兵庫県 平成22年度の指定推薦等状況と想定される患者受療

① 県立がんセンター★   (更新)
② 神戸市立医療センター
中央市民病院     (更新)

③ 神戸大学医学部附属病院 (更新)
④ 神戸医療センター    (継続)
⑤ 関西労災病院      (更 新)
⑥ 兵庫医科大学病院    (更新)
⑦ 近畿中央病院      (更 新)
③ 市立西脇病院      (更新)
⑨ 姫路医療センター    (更新)
⑩ 姫路赤十字病院     (更新)
① 赤穂市民病院      (更新)
⑫ 公立豊岡病院      (更新)
⑬ 県立柏原病院      (更新)
⑭ 県立淡路病院      (更新)
① 県立尼崎病院 (新規 )

① 市立伊丹病院 (錦押 )

“
P?

但馬医療圏

⑫

阪神南医療圏′

ｒ

ヽ

阪神北医療圏については、
東部に住むがん患者は①で
西部に住むがん患者は⑦で
カバーする。
①は、血液がんにおいて
圏域をこえた役割を担う。
⑦は、がん登録、地域連携パ
スの実施について圏域をこえた
先導的役割を担う。

阪神南医療圏については、
東部に住むがん患者は⑮で
中部に住むがん患者は⑤で
西部に住むがん患者は⑥でカバーする。
⑮は、肺がん、中皮腫において圏域をこえた役
割を担う。
全県的役割は、
⑤は中皮腫、乳がん、
⑥は大腸がん、血液がん、中皮腫であり、

淡路医療圏

′  医療圏



新規申請 県立尼崎病院・市立伊丹病院について

・新規肺がん患者症例
571例 (07～ 08年 )
・悪性胸膜中皮腫症例

入院患者実数
60例 (07～ 08年 )

【全県的課題】

「兵庫県がん

略項目に対し、兵庫県内(◎ :近畿圏内)トップクラスの実績を有する病院。

-65-

【圏域イメージ図】

阪神南医療圏 約103万人

・肺がん地域連携パス等

・中皮腫患者の早期診断、早期治療等

・肝がんに対するシームレスな医療体制等

・血液がん治療ネットワーク等

・乳がん地域連携パス等

・在宅医療提供モデル等

■
１
‘績【実

⇒

⇒

⇒
⇒

⇒

⇒

⇒

⇒

・肺がん死亡率の減少

(全国第33位 )
・中皮腫患者の早期診断

早期治療の必要性

(中皮腫死亡者数

全国第2位 )

阪神北医療圏 約7¬ 万人

・血液がん入院患者数
138名 (08年 )
(うち圏域外約25%)

・血液がん治療

ネットワークの構築

・連携による全県展開のための

東西がん診療体制の統一指針
づくりと専門分野での先駆的取り

・兵庫に対する質の向上と提供
制等の相乗効果

・先端医療・人材育成等

策推進計画に

おける対がん
戦略項目

H203策定の
兵庫県がん

・がん登録の推進・充実等



34 広 . 県

広島県 平成 21年 4月 1日現在の指定状況と患者受療珈吾
ヨ

ネットワ…ク型がんセンター
・地域拠点病院等との連携
・高度専門治療の提供
・分野別専門研修

広島圏域の4病院は「ネットワーク型がんセンター」として:全県
を対象とした高度専門治療の提供や人材育成などを担っている

圏域のがん患者の
うち,他圏域からの
流入分は194%

Q

①広島大学病院★    ⑥ⅢO呉医療センター
②県立広島病院     ⑦NHO東広島医療センター

8螢量票軍寧甲原爆病院 8属缶濡蜃漏麓合病院
⑤厚生連廣島総合病院  ⑩市立三次中央病院
※指定年月日はすべて平成18年 8月 24日
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広島県 平成22年度の指定推薦等状壮 想定される患者受
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資料 4-1
更新口新規指定にかかる広島県の推薦方針 (広島医療圏等)

ネットワークで構築する広島のがん医療提供体制

●広島県では,広島市内の4基幹病院を中心として,5大がんに係る「がん医療ネットワーク」の構築を進
めている

●4病院は,いずれも600床を越える県内トップクラスの医療機関であり,これらを中核拠点病院群「ネッ

躙 准僕官富百ぎ量凩力慧な
連携と機

雪
分担を図ることで,県全体を対象とした,より高度ながん

●平成18年の指定以降,関係者で協議を行い,その成果として次のとおり共同事業が推進されている
・高度な放射線治療機能を集約した,新たな治療センターの整備
・相互研修派遣による人材育成の実施 (看護,薬剤,放射線,臨床検査の4部門から)
・5大がん以外のがんに関する機能分担等 (今後検討を実施 )

紀庵曇覆繁訳繁鷲認羅健等1こ
の4病院に加え,新

●同病院は広島市郊外に位置し,広大な広島医療圏
も受契孵習晰曹ぢ≦撃唯繹異嘱電

や県外からの患者

●これを拠点病院として一層の機能強化を推進する
ことで,圏域内の機能分担を進め,「ネットヮーク型が
んセンター」の医療機能の高度化を促進していく

●広島県では13の病院が指定要件を充足
し,相談支援等を含めがん診療の地域拠点
として機能している。
●このうち,より高度ながん医療機能を確保
し,複数指定により医療連携の促進効果が
高い2病院を新たに推薦

①広島大学病院★   ⑦NHO東広島医療センター

8曇音需量輌鷹    8層缶華蜃漏総合病院

8農星窪農雪込唇鸞便院8裏産需資嘉農病院

98彎莉鷲異鍵畠嘉も,判塀蝠山医療セ
ンター

※■は指定要件をすべて充足しているが未指定の病院

4病院連携事業イメージ
4基幹病院が,共同
で高精度放射線治
療装置を導入し,現
在より高度ながん治
療を可能とする



資料4-2
更新・新規指定にかかる広島県の推薦方針(福山D府中医療圏)

連携により実現する県東部の高度ながん医療提供体制

●県東部に位置する福山・府中圏域ではそれぞれ特長
がある2病院が中核となつてがん医療を提供している

福山市民病院…・胃,肝,大腸がんなど消化器に強く,
緩和ケア病棟 (16床 )を有している

NHO福山医療センター…・肺,乳とともに子宮がんなど
婦人科がんに強い

●これらの病院はいずれも400床程度と中規模であり,

単独では人口規模も大きい当該地域の,多様ながん医

療ニーズに応える体制を構築することは困難である

● 2病院が対等な立場で,それぞれの特長を生かし,相
互に補完しながら機能分担を推進することで,地域にお

いて,より高度で専門性の高いがん医療提供体制の構

築が可能となる

●また,医療圏は南北に長く,地域的にも2病院の役割
は分担されているが,特に新規推薦の福山医療センター

は,地域医療支援病院として医師会と在宅支援事業を

立ち上げるなど地域連携の先進病院であり,圏域全体で

のがん医療の連携体制の構築が加速される

●以上により,当 医療圏では,福山市民病院の更新とと

もに,NHO福 山医療センターを新たに推薦する
-72-

井原市

(46千 人)

笠岡市
(55千 人)

尾道市
(147千 人

■

１ JL 海 道
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N‖U福L
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肺 1
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大腸

子 宮

年 同 双 用 続

治療患者数
年 同 月｀縁 i15

治療患者数

岡

神石高原町
(11千人)



北海道 平成 21年 4月 1日現在の指定状況と患者受療
①市立函館病院
②函館五稜郭病院
③北海道がんセンター★
④札幌医科大学附属病院
⑤北海道大学病院
⑥市立札幌病院
⑦手稲渓仁会病院
③札幌厚生病院
⑨KKR札幌医療センター
⑩恵佑会札幌病院

※ 全ての拠点病院が
平成21年4月 指定

※ 患者受療動向等を
踏まえ同一医療日に
複数の病院を整備

1 北渡

V。

①砂川市立病院
⑫日鋼記念病院
⑬王子総合病院
⑭旭川医科大学病院
⑮旭川厚生病院
①市立旭川病院
①北見赤十字病院

①帯広厚生病院
⑩市立釧路総合病院
⑩釧路労災病院

|  1拠点病院の整備された医療圏
IIIIIII空 自の医療圏

→ 患者受療動向

~ア ~

1南檜山

※()内は平成20年 10月 末提出の数値、下段は平成21年 10月末提出の数値 ※申請区分は資料3の作成要領を参照のこと
※一枚につき11病院を超える場合には、2枚にわたって表を作成してください。
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資料3

北海道 平成22年度の指定推薦等状況と想定される患者受療動向
①市立函館病院(継続)
②函館五稜郭病院{継続)
③北海道がんセンター★(継続)
④札幌医科大学附属病院

(継続)
⑤北海道大学病院(継続)
⑥市立札幌病院(継続)
⑦手稲渓仁会病院(継続)
③札幌厚生病院(継続)
⑨KKR札幌医療センター (継続)
⑩恵佑会札幌病院(継続)

i__J‐ 2_

1南檜山
:_______」

①砂川市立病院(継続)
⑫日鋼記念病院(継続)
⑬王子総合病院{継続)
①旭川医科大学病院(継続)
⑮旭川厚生病院{継続)
①市立旭川病院(継続)
①北見赤十字病院(継続)

⑪帯広厚生病院{継続)
⑩市立釧路総合病院(継続)
⑩釧路労災病院{継続)
② 函館病院(新規)

|  1拠点病院の整備された医療圏
IIIIIII空自の医療圏

― 患者受療動向

「
・‐カ

ロ
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今回の指定推薦等に係る道の考え方について

○ がん診療連携拠点病院の整備状況

整備目標
(北海道がん対策推進計画)

都道府県拠点病院   1カ 所
地域拠点病院    20カ 所

整備状況

(平成21年4月 1日現在 )
都道府県拠点病院   1カ所
地域拠点病院    19カ所

○ 今回推薦する病院
口病 院 名 独立行政法人国立病院機構 函館病院 (病床数 310床 )
口推薦理由 年間新入院患者数の4割以上(H20→ 1,272人 )をがん患者が占め、

圏域内のがん診療に積極的に取り組んでいる。

○ 整備による効果
口「南渡島」、「南檜山」、「北渡島檜山」の3つの二次医療圏からなる「道南」二次
医療圏に、現在、2つの地域がん診療連携拠点病院が整備されており、今回、「南渡
島」において、さらに1カ所整備することにより、3つの二次医療圏を3つの拠点病院
でカバーすることが可能となる。
・ 道南圏域 (特に「北渡島檜山」)から札幌圏に流出しているがん患者に対し、より身
近な圏域で、高度ながん診療を提供することが可能となる。
・ 北海道がん対策推進計画における整備目標が達成され、計画期間(～ H24年度)
における本道のがん診療の均てん化を推進する体制が整う。

○ 都道府県がん診療連携協議会の設置 (昨年度の確約事項 )
・ 北海道がんセンター (都道府県がん診療連携拠点病院)において、「北海道がん
診療連携協議会」を平成21年 3月 23日 に設置した。
口協議会に、「本目談口情報」、「がん登録」、「診療支援」、「地域連携クリティカルパス」
及び「研修」の5つの専門部会を設置し、各拠点病院の連携や役割等について協議
を行つている。
・ 今回推薦した病院を含めた圏域における各拠点病院の役割分担等については、
指定後に開催する協議会において、協議を実施する。

○ 指定要件の未充足
・ 病院名 独立行政法人国立病院機構 Jヒ海道がんセンター
ロ項 目 都道府県がん診療連携拠点病院の指定要件

(当該都道府県におけるがん診療連携拠点病院が作成している地域
連携クリティカルパスの一覧を作成・共有すること。)

・ 理 由 現在、北海道がん診療連携協議会の地域クリティカルパス部会におい
て、全道で共用できるパスのモデルを検討しており、この検討結果による
各病院のパスの整備状況等を把握しながら、平成23年 10月 末までに充
足する予定である。



19 梨

4月 1日現在の指定状況と患者受碁冨嘉平

①山梨県立中央病院★(平成18年 8月 24日 )
②山梨大学医学部附属病院 (平成19年 1月 31日 )
③山梨厚生病院(平成19年 1月 31日 )
④富士吉田市立病院(平成19年 1月 31日 )

県

山梨県 平成 2

中北医療圏

峡南医療圏に住むがん患者
は、中北医療圏で受診。

主に②の病院でカバー。

富士・東部医療圏

峡南医療圏

(空自の医療圏 )
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1 ★ 更新
山梨県立
中央病院

(1,506

1485
(130)
126

(523)

528
(161)

180
(144)
161

(136)

132

2 更新

山梨大学
医学部附
属病院

:2,462

2,639
(150)
139

③

ｌ０

０

‐２

③

‐４
(456)

417
(13)

15

(189)

320
(485)

212
(320)

390

3 辞退
山梨厚生
病院

(154)
163

(13)

1

(21)

26

4 辞退
富士吉田
市立病院

(430〉

672
(102)
114

２５

８

5 新規
市立甲府
病院

1,219 6 2 3 0 1 0 5 0 259 0

※()内は平成20年 10月 末提出の数値、下段は平成21年 10月 末提出の数値 ※申請区分は資料3の作成要領を参照のこと  資 米半2※一枚につき11病院を超える場合には、2枚にわたって表を作成してください。

山梨県 平成22年 の指定推薦 される患者受療

峡東医療圏に住むがん患者
は、中北医療圏で受診。主に

⑤の病院でカバー。峡東医療圏

(空自の医療圏)

峡南医療圏に住むがん患者
は、中北医療圏で受診。主に
②の病院でカバー。

富士・東部医療圏
(空自の医療圏)

④の病院が拠点病院の再指
定を目指しながら、これまで
どおりのがん医療を提供。峡南医療圏

(空自の医療圏)

梨県立中央病院★(更新 )
②山梨大学医学部附属病院 (更新)
③山梨厚生病院(辞退)
④富士吉田市立病院(辞退)
⑤市立甲府病院(新規)
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今回の指定推薦等に係る山梨県の考え方

○ 全ての医療圏において、質の高いがん医療を提供することができるよう、がん医療の均てん化

を図ることは重要と認識。

○ 高度で専門的な医療機関が、中北医療圏に集中しており、二次医療圏ごとに拠点病院を整備す

ることが困難な状況。

峡南医療圏と峡東医療圏については、立地状況や患者の受療動向等の観点から、
これらの地域をカバー しうる中北医療圏内の病院を推薦

○ また、富士・東部医療圏の拠点病院である富士吉田市立病院が指定要件を満たしていない。

再指定に向けて県も積極的に支援

中北医療圏 :山梨県立中央病院 (県拠点病院)〔※〕

峡南医療圏 :中北医療圏にある山梨大学医学部附属病院 (地域拠点病院)がカバー

峡東医療圏 :中北医療圏にある市立甲府病院 (地域拠点病院)がカバー    。
富士・東部医療圏 :富士吉田市立病院〔地域拠点病院の再指定を目指す〕

〔※〕県拠点病院の必須要件である地域連携パスの一覧を作成・共有していない。これは、現

在拠点病院において地域連携パスが作成されてないことによるものであり、平成23年 10
月までに山梨県立中央病院において、拠点病院が作成した地域連携パスの一覧を作成し、

情報共有していく。

がん診療連携拠点病院の現状と今後
現状

(平成21年度まで )
今後

(平成22年度 )

市立甲府病院

山梨県立中央病院

山梨大学医学部
附層病院中 北 医 療

峡 南 医 療 圏 山梨大学医学部附属病院がカバー

山梨厚生病院峡 東 医 療 圏

富士吉田市立病院 □□富士・東部医療
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25 県賀滋

滋賀県 平成 21年 4月 1日現在の拠点病院の指定状況 騰料11

①大津赤十字病院(平成20年2月 8日 )
②滋賀県立成人病センター★

(平成21年4月 1日 )
③公立甲賀病院(平成20年2月 8日 )
④彦根市立病院 (平成21年4月 1日 )
⑤市立長浜病院(平成20年2月 8日 )

湖西医療圏
(空自の医療圏 )

東近江医療圏
(空自の医療圏 )

甲賀医療圏



各拠点病院における平成20年 9月 1日時点と平成21年 9月 1日時点の

診療実績等の比較 ※ ()内は平成20年 9月 1日 時点
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滋賀県 平成22年度の指定推薦等状況と想定される患者受療動向
資料3

①大津赤十字病院(更新)
②滋賀県立成人病センター★(現況)
③公立甲賀病院(更新)
④彦根市立病院(現況)
⑤市立長浜病院(更新)
⑥滋賀医科大学医学部附属病院

(新規)

湖西医療圏に住むがん

患者は大津医療圏へ受

診するため、①の病院
でカバーする。

湖北医療圏

湖西医療圏

(空白の医療圏 )

湖東医療圏

湖南医療圏 東近江医療圏

空白の医療圏であつたため、

多くのがん患者が受診していた大津

医療圏の⑥の病院がカバーする。

甲賀医療圏



■

日

資料 4

滋賀県は2次医療圏が7圏域であり、現在都道府県
がん診療連携拠点病院に1病院、地域がん診療連
携拠点病院に4病院が指定されている。
その内、地域がん診療連携拠点病院である3病院
(大津赤十字病院・市立長浜病院ヨ公立甲賀病院 )
が更新申請している。

更新申請した中の公立甲賀病院については、肺が
んの院内がんクリティカルパスが未整備であったが、
平成21年 4月 より常勤の呼吸器外科医を配置し
作成・検討を開始。7月 には院内クリティカルパス委
員会においても検討。1月 18日の院内クリティカルパ
ス委員会にて承認後、院内周知し運用を始める予定。

1資料 41

県としては、2次医療圏に1カ所のがん診療連携拠
点病院の指定を目指している。
空自の医療圏である東近江医療圏については、
当該地域内の医療機関と連携が深く、多くのがん
患者をカバーしている滋賀医科大学附属病院を
地域がん診療連携拠点病院として今回推薦する。
もう一つの空自の医療圏である湖西医療圏につい
ては、当該地域のがん患者の通院圏域にある大津
赤十字病院を県独自に滋賀県がん診療広域中核
病院として指定しており、大津医療圏域と併せてそ
の機能を果たしていくこととしている。

2.

3.

4.

5.

6.
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山口県 平成 21年 4月 1日現在の指定状況と患者受療
`‐
:~//

【市保旺瘍口
t

①岩国医療センター(平成20年 2月 8日 )
②周東総合病院 (平成20年 2月 8日 )
③徳山中央病院(平成20年 2月 8日 )
④県立総合医療センター(平成20年 2月 8日 )
⑤山口赤十字病院(平成20年 2月 8日 )
⑥山口大学医学部附属病院★(平成19年 1月 31日 )
⑦下関市立中央病院(平成18年 8月 24日 )

長門保健医療圏のが

ん患者は、県が独自
に指定した「がん診療

連携推進病院」(旧指
針を充足)で対応

萩保健医療圏のがん

患者は、「がん診療連

携推進病院」と⑤が連

携し対応
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山口県 平成22年度の指定推薦等状況と想定される患者受療

て
`/  
メt、し
′

①岩国医療センター(更新)
②周東総合病院 (更新)
③徳山中央病院(更新)
④県立総合医療センター(更新)
⑤山口赤十字病院(更新)
⑥山口大学医学部附属病院★(更新)
⑦下関市立中央病院(更新)
③山口宇部医療センター(新規)

萩保健医療圏のがん
患者は、「がん診療連
携推進病院」と⑤が連
携し対応

長門保健医療圏のがん患
者は、「がん診療連携推進
病院」と、宇音F・ 4ヽ野田保
健医療圏で新規に指定し
た③が連携し対応

2】戸多ア
 ゝ｀



【指定推薦に係る考え方】

■ がんは本県の死亡原因の第1位であり、本県では平成20年 3月 に策定した「山口県がん対策推進計
画」に基づき、地域のがん医療の中核を担うがん診療連携拠点病院の整備を推進するなど、がん医療

の均てん化や質の向上を図つているところである。

■ 地域がん診療連携拠点病院については、各地域において等しく質の高いがん医療を提供するため、二

次医療圏ごとの整備を基本とするとともに、指定要件を満たす地域がん診療連携拠点病院がない医療

圏 (萩、長門医療圏)については、がん診療連携拠点病院に準ずる病院を県独自に「がん診療連携推進

病院」として指定 (1日整備指針を充足)し、隣接する地域がん診療連携拠点病院と連携を図りながら、が

ん医療の水準向上に努めていくこととしている。

■ 本県では、現在、8つの二次医療圏のうち、6医療圏において7病院ががん診療連携拠点病院の指定を
受ており、このうち、宇部・小野田医療圏の山口大学医学部附属病院は、都道府県がん診療連携拠点病

院として県がん診療連携の中核的役割を担つている。この山口大学医学部附属病院を中心に各拠点

病院間でのより緊密なネットワーク網を形成し、全ての県民がいつでも、どこでも安心して質の高いがん

医療が受けられる体制を構築していくこととしている。

■ 今回は、引き続き6医療圏においてフ病院を地域がん診療連携拠点病院として更新推薦するとともに、
がん診療連携拠点病院のない長門医療圏に係るがん医療の補完、本県のがん死亡で一番高い死亡率
の肺がんに係る高度な専門医療の提供、さらには緩和ケア病棟を有し県下の緩和ケア診療体制の向上

にも努めている山口宇部医療センター (宇部・小野田医療圏)を地域がん診療連携拠点病院として新規

推薦する。

《山口宇部医療センターの概要》

■ 手術に加え、化学療法、放射線療法等、集学的治療を行つており、緩和ケアにいたる全ての分野に
おいて専門医が最先端の医療を提供しており、特に、本県のがん死亡で一番高い死亡率を示してい

る肺がんについては、手術件数 (年間200件以上)では全国トップクラスの実績を有し、また、県内医
療機関と連携し、肺がん患者を受け入れる(年間約700人 )とともに各種研修を実施するなど、県内
における呼吸系がん医療水準の向上に大きな貢献を果たしている。さらに、腫瘍内科医や呼吸器系

外科医を増員(いずれも県外から)することにより、呼吸器系に関する診療機能の充実のみならず、

他のがん拠点病院の診療水準の向上支援にも努めている。

■ 緩和ケアに関しては、県内で初の緩和ケア病棟を平成10年に整備 (25床 )するとともに、緩和ケア
チーム、緩和ケア外来などの充実も図るなど治療から終末期ケアまで対応できる体制が整つている

ことから、当医療圏内で緩和ケア病棟がない山口大学医学部附属病院の緩和ケア機能を補完する

役割を果すとともに、県内の医師、看護師など医療職全体を対象とした当院独自の緩和ケア研修会

を定期的に開催するなど、県内の緩和ケア診療体制の向上に努めている。

■ がん診療連携拠点病院がない隣接の長門医療圏に対しては、肺がんをはじめとして 同医療圏の
医療機関と連携を図り、がん診療連携推進病院を補完する形で患者を受け入れている。さらに、患

者の退院後も同医療圏の病院と患者情報を共有し、病状悪化時等に備えた後方支援を行つている。

■ 以上のように、がん診療連携拠点病院のない隣接の長門医療圏の補完のみならず、 呼吸器系腫
瘍医療や緩和ケア医療については全県的な取組が期待されることから、このたび新たに地域がん診

療連携拠点病院として指定推薦するものである。
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徳島県 平成 21年 4月 1日現在の指定状況と患者受療

西部Π医療圏
(空自の医療圏 )

①徳島県立中央病院★
(平成18年 8月 24日 )
②徳島大学病院
(平成19年 1月 31日 )
③徳島赤十字病院
(平成19年 1月 31日 )

南部 I医療圏
(空自の医療圏 )

東部Ⅱ医療圏
(空自の医療圏 )

西部 I医療圏
(空自の医療圏)

隣接している①②の病院
が地理的特性を活かし
て互いに協力し、東部 I

医療圏のみならず、空白
の東部Ⅱ医療圏、西部
I医療圏及び西部Π医
療圏のがん患者をカ

南部 I医療圏に
住むがん患者は、
南部 I医療圏ヘ

受診するため、

③の病院でカ
バーする。



※()内は平成20年 10月 末提出の数値、下段は平成21年 10月末提出の数値 ※申請区分は資料3の作成要領を参照のこと
※一枚につき11病院を超える場合には、2枚にわたつて衰を作成してください。
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徳島県 平成22年度の指定推薦等

西部コ医療圏
西部 1医療圏
(空自の医療圏)自の医療圏)

される患者受療動向

①徳島県立中央病院(新規)
②徳島大学病院★(新規)
③徳島赤十字病院(更新)
④徳島市民病院(新規)
⑤健康保険鳴門病院(新規)

南部肛医療圏
(空自の医療日)
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■

隣接している①②の病院が
地理的特性を活かして「総合
メディカルゾーン」として連携
し「がん対策センター」を設置
し、両病院のがん診療機能を
統合し、主に空自の医療圏の
がん患者をカバーするととも
に全県下のがん医療をリード
する。

県独自の基準による「力|ん診療
連携地域センターJを設置し、県
西部のがん患者をカバーする。



指定更新推薦等に係る徳島県の考え方

1.基本的な考え方
(1)「総合メディカルゾーン」主導による県下のがん医農水準の向上を回ります。
県立中央病院と徳島大学病院は、隣接している地理的特性を最大限に活かすため、「総合メディカルゾーン」とし
て一体的に整備し、県下の診療・教育・研究の一層の発展のため、連携を進めていくことを平成17年 8月 に合意し
ています。

「総合メディカルゾーン」は、「地域医療再生計画」においても、「徳島がん対策センター (仮称)」を設置し、両病院
の高度先端医療機器や専門職の相互活用など、がん診療機能を統合することでがん先端医療を提供するとともに
がん診療連携拠点病院のない地域におけるがん医療を支援するなど、本県のがん医療をリードします。

制を整備しますぬ

現在のところ、東部Ⅱ、南部Ⅱ、西部 I、 Ⅱの各医療圏にはがん診療連携拠点病院の指定要件を満たす病院が
なく、指定要件である高度医療機器の整備や専門医師の配置を各医療圏に整備することは、近年中には困難な状
況であると考えます。

このため、指定要件を満たしている東部 I医療圏内の徳島市民病院と健康保険鳴門病院を地域がん診療連携
拠点病院とし、本県の「がん診療の質の向上」及び「がん診療の連携協力体制」の整備促進を図ります。
また、県独自の基準を設け、「がん診療連携拠点病院に準ずる病院J(「がん診療連携地域センターJ(仮称))を
空自の医療圏 (西部Ⅱ)において指定し、県内のがん医療の均てん化を図るとともに、がん診療連携拠点病院との
ネットワーク化を推進します。

2.東部 I医療圏において複数の病院が指定されることの効果
(1)ホ県の地理的特徴による日城内のがん医農支援体制が構築されます。
東部 I医療圏は、県下最大人口を保有する徳島市、そのベッドタウン的位置づけで人口増加傾向にある板野郡の
藍住町、北島町、松茂町を含む地域であり、県人口の約57%を占めています。
圏域内のがん医療提供体制をさらに強化するために、「徳島市民病院」と「健康保険鳴門病院」を「地域がん診療
連携拠点病院」に推薦します。本県の地理的特徴として、県の中央を吉野川が流れており、その「北岸」については
「健康保険鳴門病院Jが、「南岸」については「徳島市民病院」が中心となって圏域内におけるがん医療を支援します。

(2)専門診農医壼機関によるがん医表体制の構築がよリー層促進されます。
「徳島県保健医療計画J及び「徳島県がん対策推進計画」の中で、本県のがん医療体制を構築するため、「専門
診療医療機関」「標準診療医療機関」を定めることとしております。
「徳島市民病院」と「健康保険鳴門病院」はともに専門診療医療機関であり、本県の医療体制の中心として、標準
診療医療機関、その他の医療機関との連携体制を整えるとともに、検診から在宅医療まで切れ日のない医療提供体
制を推進する中心的役割を担っています。

以上のことから、両病院が「地域がん診療連携拠点病院」として指定されることにより、がん医療体制の構築がよ
リー層促進されると考えております。

現在、「徳島県がん診療連携協議会Jは県立中央病院の主催により開催されておりますが、徳島大学病院が都
道府県がん診療連携拠点病院の指定を受けた場合は、同病院主催により平成22年 3月 末までに同協議会を開催
する旨の確約書が提出されています。
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資料 1

平成 21年 4月 可日現在の指定状況と患者受療動向

県能
（

熊本県

鹿本医療圏に住むがん患
者は、熊本医療圏へ受診
するため、主に④の病院で
カバーする。

菊池医療圏に住むがん患
者は、熊本医療圏へ受診

するため、主に③の病院で
カバーする。

阿蘇医療圏に住むがん患
者は、熊本医療圏へ受診
するため、主に③の病院で
カバーする。

上益城医療圏

(空白の医療日)

宇城医療日に住むがん患

者は、熊本医療圏へ受診
するため、主に⑤の病院で
カバーする。

①国立大学法人
熊本大学医学部附属病院★
(平成18年 8月 24日 )
②熊本市立熊本市民病院
(平成20年2月 8日 )

③熊本赤十字病院
(平成20年2月 8日 )

④独立行政法人国立病院機構
熊本医療センター

(平成20年2月 8日 )

⑤社会福祉法人恩賜財団
済生会熊本病院
(平成20年2月 8日 )

⑥荒尾市民病院
(平成20年 2月 8日 )

⑦独立行政法人労働者健康福祉機構
熊本労災病院
(平成19年 1月 31日 )

③健康保険人吉総合病院
(平成19年 1月 31日 )

上益城医療圏に住むがん
患者は、熊本医療圏へ受
診するため、主に②の病院
でカバーする。

白の医療圏

球磨医療圏

③
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※()内は平成20年 10月 末提出の数値、下段は平成21年 10月末提出の数値 ※申請区分は資料3の作成要領を参照のこと
※一枚につき11病院を超える場合には、2枚にわたって表を作成してください.
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熊本県 平成22年度の指定推薦等状況と想定される患者受療

①国立大学法人
熊本大学医学部附属病院★
(更新)
②熊本市立熊本市民病院 (更新)
③熊本赤十字病院 (更新)
④独立行政法人国立病院機構
熊本医療センター (更新)
⑤社会福祉法人思賜財団
済生会熊本病院 (更新)
⑥荒尾市民病院 (更新)
⑦独立行政法人労働者健康福祉機構
熊本労災病院 (更新)
③健康保険人吉総合病院 (更新)
⑨国家公務員共済組合連合会
熊本中央病院 (新規)

鹿本医療口に住むがん患
者は、熊本医療田へ受診
するため、主に④の病院で
カバーする。

菊池医療圏に住むがん患
者は、熊本医療圏へ受診
するため、主に③の病院で
カバーする。

阿蘇医療圏に住むがん患
者は、熊本医療ロヘ受診
するため、主に③の病院で
カバーする。

宇城医療圏に住むがん患
者は、熊本医療圏へ受診
するため、主に⑤の病院で
カバーする。

上益城医療日に住むがん患者は、熊本医
療囲へ受診するため、おむこ②と⑨の病
院でカバーする。なお、②は乳がん、⑨は
肺がんに特長があり、熊本と上益城の医
療日において、機能的役割分担がなされ
ている。

上益城医療圏

(空自の医療圏)
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1熊本県の各二次医療圏の状況
(1)熊本医療圏と隣接する医療圏の状況
日本県の人口、医療資源は熊本市を圏域とする熊本医療圏に集中

病院数90で県全体の41%を占める。

・熊本医療圏に隣接する宇城、鹿本、阿蘇、上益城の5医療圏は、熊本医療圏にあ
る医療機関での受療割合が高く、当該5医療圏には、現在、がん診療連携拠点病

院の指定要件を満たす医療機関が立地していない。

・熊本医療圏に立地する医療機関が隣接する各医療圏の拠点性を担つていることを

踏まえて、担当の医療圏を設定のうえ、がん診療連携拠点病院を指定し、それぞ
れの医療圏の均てん化を図ることが必要。

(2)その他の医療圏の状況
・有明、八代、球磨の3医療圏においては、各圏域において拠点性を有し指定要件

を満たす医療機関を推薦。

・芦北、天草の2医療圏は、受療状況からも同圏域内での受療割合が高いが、がん

診療連携拠点病院の指定要件を満たす医療機関が無く、がん医療の均てん化を
図るうえで、課題が残る圏域である。

2 担 当医療圏
・熊本県の各二次医療圏の状況を踏まえた担当医療圏一覧

病 院 名 担当医療圏 病 院 名 担当医療圏

熊大医学部附属病院 全県 済生会熊本病院 熊本、宇城

熊本市民病院 熊本、上益城 荒尾市民病院 有 明

熊本中央病院 熊本労災病院 ノヽイt

熊本医療センター 熊本、鹿本 人吉総合病院 球磨

熊本赤十字病院 熊本、菊池、阿蘇

※ 熊本市民病院と熊本中央病院の機能的役割分担について

熊本市民病院と、熊本中央病院は担当する2つの医療圏が同じであるが、熊本市民病院で

は手しがん、熊本中央病院では肺がんについての手術件数等が、それぞれ県内トップであり、

それぞれの特長を生かし、担当する医療圏内において、機能的役割分担がなされている。

部位 新入院患者数

(H216～ 7月 )
手術件数
(H216～ 7月 )

放射線治療患者実人数

(H216～ 7月 )

熊本市民 熊本中央 熊本市民 熊本中央 熊本市民 熊本中央

全 176

肺 3

田
日 8 1 0

大腸 0

肝臓 4 1 2

，
子 6 1 10

※熊本中央病院は、前立腺がんにおいても、県内全てのがん診療連携拠点病院の手術件数

の8割程度(H207～ 12月 DPC調査データ(厚生労働省HP掲載値)から集計)を占めており、
県全体の前立腺がん治療水準の向上についても、役割を担うことが期待される。
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大分県 平成21年 4月 1日現在の指定状況と患者受療動向  
資料1

県

北部医療圏のがん診療の支
援は、受療者が多い東部医
療圏の①病院が支援 北部医療日

(空自の医療日 )

豊肥医療圏のがん診療
の支援は、受療者が多
い中部医療圏の③病院
が主に支援

南部医療圏のがん診療
の支援は、受療者が多
い中部医療圏の③病院
が主に支援

①別府医療センター(平成20年2月 8日 )
②大分大学医学部附属病院★ (平成20年 2月 8日 )
③大分県立病院(平成20年2月 8日 )
④大分赤十宇病院(平成20年2月 8日 )
⑤済生会日田病院(平成20年2月 8日 )

南部医療圏
(空自の医療圏 )



※()内は平成20年 10月末提出の数値、下段は平成21年10月末提出の数値 ※申請区分は資料3の作成要領を参照のこと
※一枚につき11病院を超える場合には、2枚にわたつて表を作成してください。
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大分県 平成22年度の指定推薦等状況と想定される患者受療動向

北部医療圏のがん診療の支
援は、東部医療圏の①病院
が支援 (更新)

北部医療圏
(空自の医療圏)

中部医療圏の人口集中化及
び豊肥・南部の両医療圏の
がん診療の支援強化のため

受入れ体制が整備されてい
る⑥病院を追加

豊肥医療圏のがん診療の

支援は、中部医療圏への

受療者の増加に対応する
ため③病院 (更新)と⑥
病院 (新規)が支援 豊肥医療日

(空自の医療日 )
南部医療圏のがん診療の

支援は、中部医療圏への

受療者の増加に対応する
ため③病院(更新)と⑥病
院(新規)が支援

①別府医療センター(更新)
②大分大学医学部附属病院★ (更新)
③大分県立病院(更新)
④大分赤十宇病院(更新)
⑤済生会日田病院(更新)
⑥アルメイダ病院(新規)



今回の指定推薦の考え方 (1)

6医療圏中3医療圏が空白状態

空白医療圏
豊肥医療圏E南部医療圏 D

北部医療圏

中部医療圏・東部医療圏のス″ =鷹療覧顔″業

全人口の66%、 病院の62%
がん医療機関(100床以上)67%

中部医療圏 D東部医療圏への″者流入タ

北部医療圏 
―
東部医療圏

豊肥・南部医療圏→ 中部医療圏

今回の指定推薦の考え方 (2)

大分県がん対策
推進計画

東部医療圏・西部医療圏 更新の病院 (別府医療センター、済生会日田病院)を推薦

現在と同じく、東部医療日の別府医療センターが支援

現在の中部医療日の大分県立病院の支援に加え、中部
医療圏への受療動向の増加に対応するため、新規のア
ルメイダ…
更新の病院 (大分大学医学部附属病院 (県連携)、 大分県
立病院、大分赤十字病院)を推薦、さらに中部医療圏の人
口・医療資源の集中化、空白2医療圏への対応強化のた
め、大分市医師会立アルメイダ病院を新規に推薦

ψ

2次医療名 面積 人 口 人口割合 病院数

東部医療圏 803.01 222,1倒 18.( 31

中部医療日 1,190.8 567254 47.`

南部医療圏 903.31 77,221

豊肥医療圏 1,081.α 64,31(

西部医療圏 1,224.0` 98,89( 2

北部医療圏 166,81(

計 6.339.11 100.α

高速道路網の整備

中部医療圏での受療割合
口豊肥医療圏 31.2%
・南部医療圏 24.3%
※平成18年患者調査 入院ベース

医療機関の体制整備等

県内どこでも質の高いがん医療を受
けることができるよう拠点病院を整備

今回の推薦決定について

中部医療圏  躍璽璽璽萎藝)



2 7 大 阪 府

府…平成 21年 4月 1日現在の指定状況

【特定機能病院
(オンコロジーセンター)】

①大阪大学医学部附属病院
(平成21年 4月 1日 )

③大阪医科大学附属病院
(平成21年 4月 1日 )

⑦ 近 畿 大 学 医学部 附 属病院

(平成21年 4月 1日 )

① 大 阪 府 立 成人病 センター★

(平成19年 1月 31日 )

⑫ 大 阪 市 立大学 医学部 附属病 院

(平成21年 4月 1日 )

【大阪府におけるカミんをめぐる状況】
1.全国最悪レベルのがん死亡事
2.がん医療充実に対する府民の
期待が高い

3.二次医療圏の人口規模が全,国
平均の2倍超

○特定機能病院

は、所在する

二次医療圏の拠
点となるとともに、

複数医療圏を
カバーする。

0人材育成。派
遣、高度先進医

療の提供等、技

術支援・連携によ

るがん治療を先

導する役割を
担つている。

♂阪
市⑩メリ々

②市立豊中病院
(平成20年2月 8日 )

④高槻赤十字病院
(平成20年2月 8日 )

⑤星ヶ丘厚生年金病院
(平成20年2月 8日 )

⑥東大阪市立総合病院
(平成20年2月 8日 )

③大阪南医療センター
(平成20年2月 8日 )

⑨大阪労災病院
(平成20年2月 8日 )

⑩市立岸和田市民病院
(平成20年 2月 8日 )

⑬大阪市立総合医療センター
(平成20年2月 8日 )

①大阪赤十字病院
(平成20年 2月 8日 )

① 大阪府立急性期・総合医療センター

(平成20年 2月 8日 )

大阪府の二次医療

圏数は8つであるがヽ

大阪市二次医療圏に
ついては、4つの基本
保健医療圏があり、
二次医療圏数は実質

的に11となる。

⑥

中河内

③
　
輌



)内は平成20年10月末提出の数値、下段は平成21年 10月 末提出の数値
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)内は平成20年 10月 末提出の数値、下段は平成21年 10月 末提出の数値
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【特定機能病院(オンコロジーセンター)】
①大阪大学医学部附属病院(継続)
③大阪医科大学附属病院(継続)
⑦近畿大学医学部附属病院(継続)
①大阪府立成人病センター☆(更新)
⑫大阪市立大学医学部附属病院(継続)
⑬関西医科大学附属枚方病院(新規)

②市立豊中病院(更新)
⑥東大阪市立総合病院(更新)
③大阪南医療センター(更新)
⑨大阪労災病院(更新)
⑩市立岸和田市民病院(更新)
⑬大阪市立総合医療センター(更新)
①大阪赤十字病院(更新)
①松下記念病院(新規)
⑩大阪医療センター(新規)

推薦等状況と想定される患者受療動

資料 4-1

平成21年度大阪府におけるがん診療連携病院の推薦について

1大阪府における状況
・全国最悪レベルのがん死亡率
・二次医療圏数は実質11(7二次医療圏+4大阪市基本保健医療圏 )
全国平均2.2倍の人口規模
・がん医療に対する関心が高い
・6つの特定機能病院をはじめがん診療に実績のある医療機関が多い
二次医療圏に1箇所の配置ではがん医療の均てん化は困難⇒複数指定が必要

2がん診療連携拠点病院の配置
・各ブロックに地域がん診療連携拠点病院を配置
・地域がん診療連携拠点病院である5つの特定機能病院は高度医療の提供、
隣接圏域口他府県の患者も診療
・都道府県がん診療連携拠点病院である大阪府立成人病センターは府域全域の患者を診療

3推薦へのプロセス
・選定委員会の審議を経て、がん診療連携拠点病院として要件を満たしている医療機関から選定
⇒結果として、指定要件を充足しながら推薦できない病院あり

4その他
大阪市立大学附属病院において相談支援センター職員の要件未充足判明⇒今年度中に充足予定

|~・
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大阪府におけるがん診療連携体制
～大阪オンコロジーセンター 資料4-2

特定機能病院が有するオンコロジーセンター機能を活用することにより、
都道府県がん診晨連携拠点病院である大阪府立成人病センターとの連携協力
の下、大阪府城全体にわたりがん患者に対する医療提供の充実が期待できる。

41 佐 県賀

高度先進医療

標準的がん医療

緩和ケア

相談支援

情報提供

①大阪大学医学部
附属病院 (地域がん
船療連携拠点病院)

③大阪医科大学
附属病院

(地域がん診燎連携

①大阪府立成人病センター
(都道府県がん診療
連携拠点病院 )

中河内

⑥ 東大阪市立総合病院

⑬大阪市立総合医療センター
⑭大阪赤十字病院 ⑩大阪医療センター

大阪府がん診療拠点病院

在宅療費等を担う在宅支援診療所、歯科診療所、
訪間看饉事業所、調剤薬局等



佐賀県 平成 21年 4月 1日現在の指定状況と患者受療動向
東部医療日の患
者は①と②の拠点
病院及び、隣接す
る県外の隣接医療
日にある拠点病院
でもカバーする

西部医療日患者は①、
②拠点病院、及び隣接
する医療日である北部
医療日と南部医療日に
位置する③と④でもカ
バーする。

①佐賀県立病院好生館★(平成19年 1月 31日 )
②佐賀大学医学部附属病院 (平成19年 1月 31日 )
③唐津赤十字病院(平成19年 1月 31日 )
④独立行政法人国立病院機構
嬉野医療センター(平成19年 1月 31日 )
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佐賀県 平成22年度の指定推薦等状況と想定される患者受療動向
東部医療日の患者
は主に①と②の拠
点病院でカバーし、
県外の隣接医療日
にある拠点病院で
もカバーする

ィ  

北部医療圏

  :

西部医療田患者は主
に①、②の拠点病院、
でカバーし、隣接する
医療圏にある③と④
でもカバーする。

①佐賀県立病院好生館(新規)
②佐賀大学医学部附属病院★(新規)
③唐津赤十字病院(更新)
④独立行政法人国立病院機構
嬉野医療センター病院(更新)

今回指定に係る佐賀県の考え方
今    ″る主
○都道府県がん診療連携拠点病院

佐賀大学医学部附属病院 佐賀県立病院好生館

現行 地域拠点 県拠点

変更後 県拠点 地域拠点

妬 雄 虜二次医療圏の夕嫉 ι:

○ 東部医療圏

中部医療圏の2病院が主にカバーするとともに、福岡県の
拠点病院とも連携を行う。

○ 西部医療圏

中部医療圏の2病院が主にカバーするとともに、北部医療
圏、南部医療圏の拠点病院においてもカバーする。



未充足要件への対応

0佐 賀大学医学部附属病院
① 佐賀県がん診療連携協議会の設置

現状 佐賀県がん診療連携協議会については、現行の都道府県がん診療
連携拠点病院である佐賀県立病院好生館が既に設置・開催してい

たため、佐賀大学医学部附属病院は平成21年 10月 末までに協議
会を設置することができなかった。

佐賀大学医学部附属病院は厚生労働大臣の指定を受けてから
lヶ月以内に佐賀県がん診療連携協議会を設置する

② 地域連携クリティカルパスの一覧の提示

現状 現在、県内の拠点病院はクリティカルパスを作成していない。

各病院がクリティカルパスを作成後、一覧を提示する体制を

整備する。


